いわ て 未来 づく り 機 構 
令 和 元 年 度 総会 ・ 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 


日 時 : 令 和 元 年 7 月 8 日 (月 ) 
総 会 15:30<17:00 
ラウ ンド テー ブル 17:05~18:10 
会 場 : サン セー ル 盛 岡 


次 第 
総会 (第 1 部) 15:30<16:00 (会 場 : 1 階 ダ イヤ モン ド ) 
1 開会 
2 共同 代表 挨拶 
3 議 


(1) 議案 第 1 号 会 則 の 改正 に つい て 

(2) 議案 第 2 号 平成 30 年 度 実績 報告 ( 案 ) に つい て 

(3) 議案 第 3 号 令 和 元 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 
4 閉会 


総会 (第 2 部 ) 16:00<17:00 
講演 「 脱 優等 生 が 創る ニッ ポン の 未来 」 
講師 慶應 義塾 大 学 先端 生命 科学 研究 所 所 長 冨田 勝 氏 


ラウ ンド テー ブル 17:05~18:10 
1 開会 
2 ディ スカ ッ シ ョ ン  「 国 際 研 究 拠 点 の 形成 と 


イノ ベー ショ ン の 創出 」 
3 閉会 


会 員 交 流 会 18:15 こ 19:30 (会 場 : 2 階 桐 華 ) 


出 席 者 


【 講 師 】 
慶應 義塾 大 学 先端 生命 科学 研究 所 所 长 冨田 勝 氏 


【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー】 











氏 名 所 属 ・ 職 名 

















AAA 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 長 
谷村 邦久 | 2 ちの く コ カ ・ コ ュー ラボ トリ ング 側 代 表 取締 役 会 長 




















高橋 和 真 裕 | (ー 社 ) 岩 手 経 済 同友 会 代表 幹事 、 帆 岩手 銀行 代表 取締 役 会 長 




















米谷 春夫 | 大 船渡 商工 会 議 所 副 会 頭 、 則 マイ ヤ 代 表 取 締 役 会 長 






































倒木 厚 人 | 岩手 県 立 大 学長 
達 増 拓也 | 岩手 県 知事 
【 企 画 委員 会 委員 】 
氏 名 所 属 ・ 職 名 























堀江 淳 | 岩手 県 立 大 学 副 学 長 (総務 ) 事務 局長 【 企 画 委員 長 】 
























































橋本 良隆 | 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 専務 理事 
藤代 博之 | 岩手 大 学 理事 (研究 ・ 





























白水 伸 英 | 岩手 県 政策 地域 部 長 








【 作 業 部 会 座長 】 





氏 名 所 属 ・ 職 名 




















小川 時 子 | 医療 福祉 連携 作業 部 会 座長 岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 教授 





























鈴木 俊昭 | か け 橋 作業 部 会 座長 岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 調整 監 











田代 高 草 | 【 欠 席 】 復興 教育 作業 部 会 座長 岩手 大 学 教育 学部 教授 























森 達 也 | いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 座長 岩手 県 復興 局 副 局長 























小野 寺 細 治 | ちる さと いわ て 創造 作業 部 会 座長 岩手 大 学 学長 特別 補佐 
"弄る さと いね て 創造 プロ ジェ クト 推進 コー ディ ネー ター 



































古谷 厌 之 人 7 ぐ ベッ ョ v 推 進 作業 部 会 座長 岩手 県 政策 地域 部 科学 ・ 情 報 政策 室長 





























高橋 則 仁 | 新しい 三陸 創造 作業 部 会 座長 岩手 県 政策 地域 部 地域 振興 室 地域 連携 推進 臣 



































庄司 知恵 子 | 子育て 支援 作業 部 会 座長 岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 准 教 授 

















いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 の 改正 に つい て 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 第 7 の 3 (3) に より 、 会 則 
の 改正 に つい て 、 次 の 通り 承認 を 求め る 。 


令 和 元 年 7 月 8 日 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 の 改正 に つい て 


1 改正 目的 
北上 川 バ レー プロ ジェ クト の 推進 に 係る アド バイ ザ リ ー ボ ー ド を いわ て 未来 づく 0 机 
構 に 設置 する こと 。 





2 改正 理由 

岩手 県 が 平成 30 年 度 に 策定 し た 「 い わ て 県 民 計画 (2019…2028)」 に お ける 「 北 上 川 
レー プロ ジェ クト 」 の 推進 に 当たっ て は 、 いわ て 未来 づく り 機構 も 産学 官 連携 組織 と し て 
参画 し て いく こと が 重要 と な り ま す 。 

また 、 戦略 的 に 同 プ ロジ ェクト を 推進 する た め 、 有識者 の 参画 の も と 大 所 高 所 か ら 提 言 
を いた だ く 組 織 も 必要 と な り ま す 。 

この た め 、 い わ て 未来 づく り 機 構 に 、 外 部 有識者 等 で 構成 する 「 ア ドバイ ザ リ ー ボ ー ド 」 
を 設置 し 、 意見 、 提 言 等 を いた だ き な が ら 、 県 と 連携 し 、 同 プロ ジェ クト の 推進 に 取り 組 
ん で いく も の で す 。 












































3 改正 内 容 
別紙 の と お り 


4 改正 年 月 日 
令 和 元 年 7 月 8 日 





别 紙 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 の 一 部 改正 に つい て 











いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 の 一 部 を 次 の よう に 改正 する 。 












































































































































































































































改正 前 改正 后 
(アド バイ ザ リ ー ボ ー ド ) 
第 9 機構 に 、 特 定 の 課題 に 対し 提言 を 行う ア 
ドバイ ザ リ ー ボ ー ド を 置く こと が で きる 。 
2 アド バイ ザ リ ー ボ ー ド の 設置 及び 廃止 は 、 
ラウ ンド テー ブル で 決定 する 。 
3 アド ペイ ザル ーー ボー ド 人 は ラウ クン ド デ テー ジ 
ル メ ン バ ー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 
4 アド バイ ザ リ ー ボ ー ド の 運営 に つい て は 、 
別に 定め る 。 
(作業 部 会 ) (作業 部 会 ) 
第 9 ( 略 ) 第 10 ( 略 ) 
(会 费 ) (会 费 ) 
第 10  ( 略 ) 第 11 ”( 略 ) 
(事务 局 ) (事務 局 ) 
第 11 ( 略 ) 第 12 ( 略 ) 
(その 他 ) (その 他 ) 
第 12 ( 略 ) 第 13 (上 略 ) 
附則 この 会 則 は 、 平 成 20 年 4 月 24 日 か ら 施行 | 附則 この 会 則 は 、 平 成 20 年 4 月 24 日 か ら 施行 
する 。 する 。 
附則 この 会 則 は 、 平 成 22 年 5 月 25 日 か ら 施行 | 附則 この 会 則 は 、 平 成 22 年 5 月 25 日 か ら 施行 
する 。 する 。 
附則 この 会 則 は 、 平 成 23 年 7 月 19 日 か ら 施行 | 附則 この 会 則 は 、 平 成 23 年 7 月 19 日 か ら 施 行 
する 。 する 。 
附則 この 会 則 は 、 令 和 元 年 月 日 か ら 施 行 
する 。 
備考 改正 部 分 は 、 下 線 の 部 分 で ある 。 























いわ て 未来 づく り 機 構 会 则 (改正 予定 全文 ) 


(名 称 ) 
第 1 本 組織 は 、「 い わ て 未来 づく り 機 構 (以下 「 機 構 」 と いう 。) 」 と い 2。 
(目的 ) 
第 2 機構 は 、 周 手 県 内 で 活動 する 組織 が 智 半 と 行動 カ を 結集 する た め の ネ ットワーク を 構築 し 、 
岩手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 に 向け て 県 民 力 を 挙げ オー ル 岩 手 で 取り 組み 、 具 体 的 に 実践 
し て いく こと を 目的 と する 。 
(構成 ) 
第 3 機構 は 、 第 2 の 設置 目的 に 賛同 し 、 事 務 局 に 入会 の 意思 を 表示 し た 岩手 県 内 で 活動 する 組 
織 (以下 「 会 員 」 と いう 。) を も っ て 構成 する 。 
(活動 事項 ) 
第 4 機構 は 、 第 2 の 目的 を 達成 する た め に 次 の 活動 を 行う 。 
(1) 岩手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 に 資す る 方 策 の 検討 及び 実 貴 
(2) (1) に 係る 情報 発信 
(3) 会 員 相互 及び ラウ ンド テー ブル と 会 員 の 意見 交換 及び 情報 共有 
(4) (1) ~(3) を 行う た め の ネ ットワーク づく り 
(5) その 他 、 機 構 の 目的 を 達成 する た め に 必要 な 事項 の 検討 及び 実践 
(ラウ ンド テー ブル ) 
第 5 機構 に ラウ ンド テー ブル を 置く 。 
2 ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 過半 数 の 承認 を 得 て 行 う 
3 ラウ ンド テー ブル は 、 共 同 代 表 が 必要 と 認め た と き 開 催す る 。 
4 ラウ ンド テー ブル は 、 妊 手 県 の 地域 社会 の 総合 的 な 発展 の た め に 克服 すべ き 重 要 な 課題 に つ 
いて 意見 を 交換 し 、 提 言 を 行 う 。 
5 必要 に 応じ 、 学 議 経験 者 等 に ラウ ンド テー ブル へ の 出席 を 求め る こと が で きる 。 
(共同 代表 ) 
第 6 機構 に 共同 代表 を 若干 名 置く 。 
2 共同 代表 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー の 中 か ら 互 選 す る 。 
3 
4 









































































































































































































































































































































共同 代表 は 、 そ れ ぞ れ が 機構 を 代表 し 、 機 構 の 業務 を 統括 する 。 
共同 代表 の 任期 は 、2 年 と する 。 た だ し 、 再 任 を 妨げ な い 。 






































総会 は 、 共 同 代表 が 招集 する 。 
総会 の 議長 は 、 共 同 代表 が 務め る 。 
総会 は 、 次 の 事項 を 議決 する 。 

) 事業 計画 の 決定 及び 変更 
(2) 事業 報告 の 承認 

(3) 会 則 の 制定 及び 改正 
(4) その 他 必 要 と 認め られ る 事項 














































































































(企画 委員 会 ) 
第 8 機構 に 、 活 動 の 企画 ・ 調 整 を 担う 企画 委員 会 を 置く 。 

2 企画 委員 会 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 
3 

4 

5 





















































ウ 
員 長 を 置く 。 
員 の 中 か ら 互 選 す る 。 
に つい て は 、 別 に 定め る 。 

(アド バイ ザ リ ー ボ ー ド ) 
第 9 機構 に 、 特 定 の 課題 に 対し 提言 を 行う アド バイ ザ リ ー ボ ー ド を 置く こと が で きる 。 
2 _ アドバイザリー ボー ド の 設置 及び 廃止 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル で 決定 する 。 

3 アド バイ ザ リ ー ボ ー ド は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 
4 アド バイ ザ リ ー ボ ー ド の 運営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 

(作業 部 会 ) 
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第 10 機構 に 、 特 定 の 課題 に 関す る 連携 ・ 協 働 の 方 針 の 策定 、 協 働 事業 の 企画 立案 及び 協 働 事 業 
の 実践 並び に 必要 な 調査 研究 等 を 行う た め 、 作 業 部 会 を 置く こと が で きる 。 

2 作業 部 会 の 設置 及び 廃止 は 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル で 決定 する 。 

3 作業 部 会 は せ 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー が 指名 する 者 を も っ て 構成 する 。 

4 作業 部 会 の 運営 に つい て は 、 別 に 定め る 。 

(会 費 ) 

第 11 機構 の 会 費 は 、 無 料 と する 。 た だ し 、 一 部 事業 の 実施 に 伴い 、 参 加 負 担 金 等 を 徴収 する こ 
と が で きる 。 











第 12 機構 の 事務 を 処理 する た め 、 事 務 局 を 置く 。 




































































第 13 この 会 則 に 定め る も の の ほか 、 機 構 の 運営 に 関し 、 必 要 な 事項 は 、 共 同 代表 が 別に 定め る 。 
則 "この 会 則 は 、 平 成 20 年 4 月 24 日 か ら 施行 する 。 
則 "この 会 則 は 、 平 成 22 年 5 月 25 日 か ら 施行 する 。 
則 "この 会 則 は 、 平 成 23 年 7 月 19 日 か ら 施行 する 。 

附則 この 会 則 は 、 令 和 元 年 月 日 か ら 施行 する 。 









































1 北上 川 バ レー プロ ジェ クト の 取組 の 方 向 性 


① 長期 の 視点 を 踏ま えて 、 北 上 川 流域 の 強み を 生か し た 産業 振興 ・ 生 活 環 境 の 充実 に 資す る 施策 を 取組 の 柱 と し て 展開 。 
② 短期 的 に は 、 直 面 す る 人 材 確 保 対策 及び 県 南 地 域 に お ける 居住 ・ 交 通 対策 を 喫緊 の 取組 と 位置 付け 。 
③ 北上 川 バ レー の 情報 発信 と 一 体 と な っ た 取組 を 展開 し な が ら 、 エ リア の 魅力 を 高め 、 人 が 残り 、 外 か ら 人 が 集まる エリ ア の 形成 を 重点 的 に 推進 。 


(④ その た め 、 実 用 レベ ル に ある rloT・AI 等 の 第 4 次 産業 革命 技術 を 活用 し た 地域 課題 解決 に 向け た 取組 の 調査 ・ 実 証 を 一 つの 手段 と し て 活用 。 
⑤ また 、 将来 的 な ILC の 実現 や 、 都 市 部 と 中 山間 地 の 連 携 し た 取組 の 必要 性 を 踏ま を 、ILC プ ロジ ェクト や 活力 ある 小 集落 実現 プロ ジェ クト 等 と 
連携 し た 取組 を 推進 。 





2 いわ て 未来 づく り 機 構 と の 関連 


いわ て 未来 づく り 機 構 に 北上 川 バ レー プロ ジェ クト の 推進 に 係る 組織 (アド バイ ザ リ ー ボ ー ド ) を 設置 し 、 中 長期 を 見 据え て 必要 と な る 取組 や 様々 
な 可能 性 に つい て 大 所 高 所 か ら 提言 を いた だ き 、 そ の 内 容 を 機構 及び 県 が 共有 し つつ 、 連 携 を 図っ て プロ ジェ クト を 推進 。 





〇 北上 川 バ レー の 提言 

魅力 の 発信 言 ・ 意 見 ? 情報 提供 

3 2 の 北上 川 バ レー プロ ジェ クト に 

O 具体 の 施策 の 栓 係る アド バイ ザ リ ー ボ ー ド 

討 、 立 案 、 実 施 等 ブ - ”i 情報 提供 ・ 

ロジ ェクト の 推進 特定 課 是 に 対す る 提言 意 ; 意見 交換 。 具体 的 検討 と 実践 

EE 
プロ ジェ 人 推進 に 3 人 SN 





平成 30 年 度 活動 実績 ( 案 ) に つい て 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 第 7 の 3 (2) に より 、 平 成 
30 年 度 活動 実績 に つい て 、 次 の 通り 承認 を 求め る 。 


令 和 元 年 7 月 8 日 


いわ て 未来 づく り 機 構 平成 30 年 度 実績 報告 


1 総会 < ラウ ンド テー ブル の 


つっ 内 容 


画 総 会 ・ 平成 29 年 度 活動 実績 報告 、 平 成 30 年 度 活動 計画 を 承認 





開催 日 :H 30.5.21( 月 ) ・「 復 興 ・ 観 光 地域 づく り と 道路 政策 ~ 社 会 資本 政策 の : 合戦 略 と イノ 
場所 : サン セー ル 盛 岡 ベー ショ ンー~ 」 と 題し 、 日 本 大 学 特 任 教授 ・ 筑 波 大 学名 準 教 授 石田 
東生 氏 よ り 講 演 
下 通 IDELRO 7 月 ・「 新 た な 社会 基盤 等 を 活用 し た 三陸 地域 の 産業 振興 や 交流 促進 に つ 
開催 日 ・ 場 所 : 同上 いて 」 を テー マ に ディ スカ ッ シ ョ ン 


上 レル アア) 各 作 業 部 会 か ら 活動 状況 を 報告 し 報告 され た 内 容 に つい て ディ ス 
開催 日 :H 30.11.27( 火 ) カッ ショ ン 


场所 :岩手 银行 


| 正 迄 j 世 ID >/ 另 J 月 浊 ・ ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 が 実施 し た 「 岩 手 県 へ の 就職 ・ 進 学 に 関 
開催 日 :H 31.2.4( 月 ) する アン ケー ト 結 果 」 に つい て 報告 

リロ 衣 5 リョ = ルレ UE を 25 還 ・「 高 等 教育 機関 と 連携 し た 地域 づく り ・ 人 づく り < 地域 の 未来 を 拓く 新 
た な 価値 の 創造 を 目指 し て て 」 と 題し 、 福 島 大 学 共生 シス テム 理工 学 
类 教授 小沢 喜 仁氏 より 講演 

・「 高 等 教育 機関 と 連携 し た 地域 づく り ・ 人 づく り に つい て 」 を テー マ に 
ディ スカ ッ シ ョ ン 





主 な 活動 
部 会 で の 検討 を 基 に 「 岩 手 県 科学 技術 イノ ベー ショ ン 指 針 」 を 策定 





県 


・ 復 興 支 援 プ ロジ ェクト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 展開 
・ 復 興 支 援 マ ッ チ ング に お いて は 25 件 の マッ チン グ が 成立 
いわ て 復興 未来 塾 を 3 回 開催 
・ 講 師 等 や 参加 者 の 意見 交換 に より 様々 な 人 的 ネッ トワ ー ク を 形成 
三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 に 向け た 機運 醸成 
・ ラ グ ビ ピー リー ルト カッ フ 2019" 釜 石 開催 に 向け た 機運 醸成 
「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に よる 講師 派遣 を 実施 
・ 県 教委 と 協議 ・ 意 見 交換 会 を 開催 
「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate2018」 の 開催 
"UI ター ン の 理由 や 背景 に つい て の アン ケー ト 調 査 を 実施 
釜石 市 に お ける 重層 的 見 守り 報告 会 シンポ ジウ ム 開 催 
・ 山 田町 内 災害 公営 住宅 で の 見 守り 体制 社会 実験 開始 
子育て 支援 ・ 育 児 と 仕事 の 両立 に お いて 当事者 が 抱え る 課題 の 意見 交換 
【 県 立 大 】 ・ シ ン ポ ジウ ム 「 育 児 と 仕事 の 両立 は いか に ! ! 」 を 開催 





活動 の 企画 ・ 調 整 を 担う 組織 と し て 、 企 画 委員 会 を 3 回 開催 。 


令 和 元 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 第 7 の 3 (1) に より 、 令 和 
元 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 、 次 の 通り 承認 を 求め る 。 


今 和 元 年 7 月 8 日 


蒲 想 


忆 冰 秃 汤 


EL 


半 叶 尋問 


いわ て 未来 づく り 機 構 令 和 元 年 度 活動 計画 ( 案 ) 





【 第 3 フェ ー ズ 目標 (2018 年 度 こ 2022 年 度 ) 】 


科学 技術 の 進展 と 整備 が 進む 社会 基盤 を 生か し た 、 人口 減少 に 負け な い 地 域 づ くり 
て 県 民 の 幸福 を 守り 、 育 て る た め に … 








ILC な ど 科 学 技術 の 進展 へ の 対応 








キー の 


6* 








人 日 源 光 下 に お ける 地域 の 法寺 


和子 四 て 情報 ・ 応 國 ポ ー タ ル 


gefA | ,多 





県 内 各 機 関 の 
持つ ポテ ン 
シャ ル を 生か 
し た イノ ベー 
ショ ン の 創出 


岩手 県 科学 
技術 イノ ヘ "ー シ ョ 
ン 指針 に 基 づ 
く 文 化 生 活 面 


へ の 社会 実装 、 


経済 分 野 へ の 
展開 を 推進 


か け 橋 


復興 支援 プロ 
ジェ クト 「 い 
わ て 三陸 復興 
の か け 橋 」 の 
推進 


る 復興 支援 マッ 
チン グ の 推進 
る 復興 関連 情 
報 の 発信 

る 復興 支援 ネッ 
トワ ー ク の 強化 


復興 や 地域 づ 
くり の 担い 手 
の 育成 及び 
ネツ ットワーク 
づく り の 推進 


る 復興 の 担い 
手 と な る 人 づ 
くり の 観点 か 
ら 、 い わ て 復 
興 未 来 塾 を 年 
2 回 開催 


大 規模 イベ "ント 
の 成功 と その レ 
ガ シ ー を 三陸 地 
域 振 興 等 に つ 
な げ る 。 


三陸 防災 復 
興 フ ロジ シリ ェクト 
2019 、 ラク" 
ヒ "ー ワ ー ル ト " カ ッ 
7 2019* 釜 石 
の 着実 な 実施 
る 东京 2020 才 
リン ピッ ク ・ ハ ラリ 
ン ピ ッ ク の 機運 
醸成 


いわ て の 復興 
教育 プロ グラ 
ム の 推進 支援 


る 復興 教育 の 
講師 を 派遣 す 
る 「 い わ て の 
師匠 」 派 遣 事 
業 の 推進 


ふる さと 
いわ て 創造 


地域 を 担う 人 
材 の 育成 と 地 
元 定 着 の 推進 
支援 


ふる さと 発 
見 ! 大 交流 会 
in Iwate2019 
の 開催 

令 地 域 志向 型 


イン ター ンシップ 


の 企画 等 


地域 包括 ケア 
に お ける 情報 
通信 技術 (Al 
loT) と 社会 技 
術 の 融合 


る 県 と 連携 し 
た 中 山間 地域 
に お ける 生活 
支援 型 コ ミュ 
ニテ ィ づ くり 
る 重度 障害 者 
の コミ ュ ニ ケー ショ 


も に 暮らせ る 
まち づく り 





母 と 子 だ け で 
な く 家 族 全体 
を 支え る 岩手 
版 ネ ウツ ボラ の 
開発 


子育て 支援 
環境 が 整っ た 
企業 へ の イン 
ター ンシップ 実施 
子育て 支援 
へ の 理解 を 深 
め る シン ホシ ジウ 
ム の 開催 





会 員 団体 の 総会 等 を 利用 し た 団体 構成 貞 等 に 対す る 機構 の 取組 内 容 の 周知 
② 機構 だ より 、 電 子 メ ー ル 等 を 利用 し た 会 員 向 け 情 報 提供 (随時 ) 
③ 機構 ホー ムペ ー ジ か ら の 一 般 向け 情報 発信 
④ 県 民 の 理解 増進 を 図る た め 、 マ スコ ミ へ の 情報 提供 の 強化 











進行 : 未 定 








第 3 回 ラウ ンド テー ブル 
时 期 :2/6 10:0012:00 
会 場 : 盛 岡市 内 





進行 : 未 定 


機構 会 則 の 改正 の 審議 
・ 平 成 30 年 度 活動 実績 の 報告 及び 令 和 元 年 度 活動 計画 の 審議 
・ 講 演 「 脱 優等 生 が 創る ニッ ポン の 未来 」 


慶應 大 学 先端 生命 科学 研究 所 所長 冨田 勝 氏 


・ デ ィ ス カッ ショ ン ILC の 誘致 や 誘致 に 伴う 国際 研究 拠点 の 形成 と イノ ベー ショ ン の 


創出 に つい て 意見 交換 


※ 終了 後 交流 会 を 開催 


| ・ 作 業 部 会 の 活動 状況 中 間 報 千 
・ デ ィ ス カッ ショ ン (中 間 報 告 に つい て 、 意 見 交換 ・ 質 疑 等 ) 


・ 講 演 及び ディ スカ ッ シ ョ ン 


(その 時 点 に お ける 県 政 の 重要 課題 に 応じ テー マ を 決定 ) 


いわ て 未来 づく り 機 構 部 会 
平成 30 年 度 実績 報告 及び 令 和 元 年 度 活動 


医療 福祉 連携 作業 部 会 

か け 橋 作業 部 会 
復興 教育 作業 部 会 

いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 
ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 
イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 
新しい 三陸 創造 作業 部 会 
子育て 支援 作業 部 会 





いわ て 未来 づく り 機 構 医療 ・ 福 祉 連携 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 














テー マ : 地域 包括 ケア に お ける 情報 通信 技術 (AI・IoT 含 む ) と 社会 技術 の 融合 
座長 : 小川 晃子 担当 団体 : 岩手 県 立 大 学 
报告 要 由 
医療 ・ 福 祉 が 連携 し た 地域 包括 ケア に 資す る た め に 、AI・1oT を 含む 情報 通信 技術 と 、 人 的 


























見 守り 体制 等 の 社会 技術 
山田 町 災害 公営 住宅 で の 見 





ショ ン ロ ボ ッ ト 等 の 社会 



























































て いる 。 

また 、 医 療 ・ 福 祉 サー ビス を 利用 する た め の 送 迎 や 、 認 知 症 と と も に 暮らせ る まち づく り 
へ の 取り 組み を 始め た 。 さ ら に 、 重 度 障 害 者 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 支 援 方 策 に つい て 、 医 療 ・ 
福祉 ・ 教 育 関 係 者 へ の 普及 を 行っ た 。 









































と が 融合 し た モデ ル 開 発 と 実証 に 取り 組ん で きた 。 平成 30 年 度 は 、 
守り 体制 の 社会 実験 を 行い 、 
会 実験 の 取り 組み も 開始 し 、AI. ToT を 活用 し た 見 守り へ の 展開 も 始め 











実装 に 至っ た 。 ま た 、 














エミ ラー グー 











1 . 平成 30 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 


平成 30 年 5 月 25 日 
・31 年 2 月 
平成 30 年 8 月 6 日 
・31 年 1 月 
平成 30 年 9 月 27 日 
・31 年 3 月 
平成 30 年 9 月 8 日 
平成 30 年 1 月 28 日 
・9 月 27 日 ・2 月 8 日 
平成 31 年 3 月 1 日 
・28 日 





































































































































































































送迎 社会 実験 に 関す る 報告 

重度 障害 児 を 支援 する た め 

員 ・ 保 護 者 ・ 医 療 ・ 福 祉 専門 職 等 
次 年 度 の 岩泉 町 ・ 岩 

ドキ ッ ク オ フ 



























































重層 的 見 守り の 今後 の 方 葉 検討 と 、 岩手 に お ける 遠隔 医療 連携 事例 に 
関す る 事例 検討 

釜石 市 平田 地区 の 重層 的 見 守り 報告 会 ・ シ ン ポ ジウ ム (実証 実験 の 成 
果 と 課題 に つい て 地域 の 医療 ・ 福 祉 関係 者 等 と 情報 共有 し た ) 

田町 災害 公営 住宅 に お ける 社会 実験 の 説明 と 結果 聴取 








と 検討 





の セミ ナー 開催 と 会 議 (特別 支援 学校 の 教 



































に 視線 入力 等 の 活 











] 方 法 を 伝え た ) 
手 町 で の 孤立 防止 と コミ ュ ニ ティ づく り ラ フィー ル 














2 . な 


5 て 0 


② Al・ 
連携 見 守り 開発 


loT を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 


③ 高齢 者 の 孤立 防止 と コミ ュ ニ 


ティ づく り 


加 金石 市 3 
| こ 引 き 継 い だ 。 山田 町 で は 災害 公営 住宅 
| 的 見 守り の 社会 実 
| @ AI・ToT 活 用 事例 を 調査 し 、 
| トト の 見 守り の 社会 


| 回 医療 ・ 福 祉 サー ビス 利 


平成 30 年 度 活動 状況 ・ 成 果 ・ 課 是 





















































実装 に 
































験 を 行い 、 に 至っ た 。 


実装 























守り 社会 実験 を 完了 し 、 地 j 
こ お け る 重層 


コミ ュ ニ ケー ショ ン ロ ボ ・ 


























実験 を 3 月 に 開始 し た 。 









































1H の た め の 移 送 サ ービス の 実証 実 
験 を 行い 検証 を する と と も に 、 朗 知 症 と と も に 暮らせ る ま 





ち づ く り へ の 取り 組み を 開始 し た 。 














の 支援 学校 や 











医療 ・ 福 祉 専門 職 へ の 普及 を 





図っ た 。 














| の 視線 入力 等 支援 方 策 に 関す る セミ ナー を 開催 し 、 


県 内 











3. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 

(1) 岩手 県 と 連携 し た 孤立 防止 と コミ ュ ニ ティ づく り 

① 「 北 いわ て に お ける 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ くり 一 中 山間 地域 の 持続 可能 な 生活 を 実 
現す る 新た な 社会 技術 の 確立 」 (政策 地域 部 地域 振興 室 県 北 沿岸 振興 担当 等 と 連携 ) 

② 「 岩 手 県 に お ける 重層 的 見 守り シス テム の 検討 と 構築 」 (岩手 県 保健 福祉 部 地域 福祉 課 
等 と の 連携 ) 

※ いずれ も 岩手 県 立 大 学 地域 協 働 型 研究 TI 採択 

(2) アク ショ ン リ サー チ の 継続 的 展開 
① AI・TIoT を 活用 し た 医療 ・ 福 祉 連携 
② 高齢 者 の 終 活 支援 と 認知 症 と と も に 暮らせ る まち づく り 

③ 重度 障害 者 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 支 援 の 医療 ・ 福 祉 ・ 教 育 現 場 へ の 普及 促進 

















































































































関連 イベ ント 

日 本 遠隔 医療 学会 学術 大 会 「 遠 隔 医療 は も っ と 身近 に な る 一 イー ハト ー ブ か ら 次 世代 へ の 
メッ セー ジ 」 10 月 5 日 ・6 日 アイ ー ナ 

日 本 社会 福祉 学会 東北 ブロ ッ ク 大 会 基調 講演 ・ シ ン ポ ジウ ム 「 高 齢 者 の 孤立 防止 と コミ ュ 


证 


ニテ ィ づ くり 」 7 月 27 日 (日 ) 午後 岩手 県 立 大 学 講堂 







































































孤立 防止 と 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ くり 取り 組み 動向 (大 学 ) 












Hl H1S H20 H21 H22 H23 H24 H2S H26 H27 H2S H29H30 H31 RI 
※ こ こ は 人 岩手 県 立 大 学 は 関 
a 3 H30 特 許 











新 产业 创造 知 症 予 人 
| 本 本 岩手 県 
5 テム / 瘍 妖 安 必 趣 好 / ※ と 大 学 


青森 県 社協 二 
一 = EK の 地域 
5 1 く 協 働 研 


mi 















LD 
Sa 





沽 后 冲 


第 1 次 “万 /fh 在 " 腔 育 < 
L モ ー ド 川井 村 社 協 択 
日 经 地 域 情报 化 大 赏 日 径 党 






川 前 地区 高齢 者 支援 連絡 会 













/1 と TE 


Ca 








旧型 了 ーー ク 
| 4 


| mmm 


高知 県 棒 原 町 (GST) 椿原 町 社協 事業 化 | jl 














全 
7 


a 


石 


度 は 岩泉 町 ・ 岩 手 町 の アク ショ ン リ サー チ 


手 県 の 「 活 力 ある 小 集落 実現 プロ ジェ クト 」 の 目指 す 姿 


っ 









ワン スト ッ プ 拠点 
遊休 施設 (廃校 舎 、 空 き 家 等 ) を 活用 











。 指定 避難 所 
















| i a 1 【 地 域 コ ミュ ニテ ィ を 支え る 
mn 稼ぐ 仕組 み づ くり 】 








時 若者 ・ 女 性 ・ シ ニア 等 、 
全て の 世代 の 活躍 】 






行政 窓口 世代 間 交 流 診療 所 有. 地域 へ の 収益 の 還元 









コミ ュ ニ ティ ビジ ネス 行政 サー ビス 代行 














冬季 買い 物 代行 、 除 雪 等 地域 イ ? フ 保守 、 水 道 検針 等 : 本 
地域 運営 行 l er 
EE mt 


依頼 ・ 手 数 料 マッ チン グ 


ra | 次 
(高齢 者 i 地 域 住民 一 6 


ログ 
モス 人 二 
サー ビス を 支え る 人材 確保 の 仕組 地域 運営 








(出典 ) 「 い わ て 県 民 計画 
(2019 一 2028) | 


重度 障害 児 ・ の た の 
ド ュ ニケ ーション : 


障害 が た い へ ん 重く 、 こ れ ま で 意思 の 表 出 が 難し いと され て いた 人 で も 、 テ クノ ロジ ー を 活用 
する こと で 表 出 が 可能 と な り 、 周 囲 と コミ ュ ニ ケー ショ ン が 図れ る よう に な り ま す 。「 視 線 入 力 」 
等 の 最新 の テク ノロ ジー を 使い こなせ ば 、 大 きく 生活 の 質 を 豊か に する こと が で きる の で す 。 
この セミ ナー で は 、 第 一 線 を 走る 専門 家 ・ 技 術 者 ・ 支 援 者 に よる 講演 や 当事者 に よる 実演 を 交 
えた 紹介 を 行い 、 参 加 者 の 皆さん で 、 ち ょ っ と 先 の 未来 を 明る い 未 来 に 変え た て いき ます 。 ICT 机 
器 の 体験 会 や 個別 の 相談 会 も 行い ます 。 


2019 年 6 月 9 日 (日) 10 時 00 分 ~15 時 00 分 
岩手 県 立 一 関 清明 支援 学校 体育 館 

講演 ・ 事 例 紹介 ・ 個別 指導 ・ 個別 相談 

約 70 名 


伊藤 史 人 


島根 大 学 総合 理工 学研 究 科 助教 

EyeMoT シリ ー ズ , 振動 フィ ー ド バッ クシ ステ ム バ 
イブ マン 開発 者 。 2017 年 日 本 賞 ク リエ イ テ ィ プ ・ フ 
ロン ティ アプ 部門 最 優秀 賞 、2018 年 島根 大 学研 究 表 
彰 お よび 優良 教育 実践 表彰 を 受賞 

林崎 俊男 

青森 県 立浪 岡 擁護 学校 教諭 


特別 支援 学校 に お いて 視線 入力 を 取り 入れ た 指導 に 
積極 的 に 取り 組み 、 周 知 活動 を 行っ て いる 。 


中 島 勝幸 
株 式 会 社 ユ ニコ ー ン 代表 取締 役 


| 視線 入 カ ソフ ト miygsuku EyeCon 開発 者 


使用 者 の 要望 に 上 応え て 文字 入力 等 、 操 作 し や す 
い ソ フト に 更新 し 続け て いる 。 


高橋 正義 
秋田 県 立 能代 支援 学校 教諭 
特別 支援 学校 に お いて 視線 入力 の 実践 研究 に 


取り 組み 、 実 践 を 丁寧 に まとめ 公表 し て いる 。 


四 国术 从 N 柳沼 佑介 
栃木 県 那須 塩原 市 在住 SMAI 型 当事者 通 : Eo 
| 視線 入力 装置 と スイ ッ チ を 併用 し 、MMD (3DCG 神奈 川 県 立 中 原 養護 学校 教諭 | 
行っ て いる 。15 歳 。 取り 組み 、 実 践 の 成果 を あげ て いる 。 


引地 品 久 (ネッ ト 参 加 ) 次 お 申 し 込み "お 問い 合わ では E-mail で 六 
本 部 島根 医療 福祉 セン ター 作業 療法 士 件 名 : 一 関 場所 2019 申し 込み 
島根 県 内 の ナン バー ワン 視線 入力 実践 者 。 本 文 : (以下 の 内 容 を 明記 し て くだ さい ) 
た くさ ん の 子ども た ちの 「 で きる 」 を 支援 し て 氏名 所 属 プ 職種 ノ 講師 へ の 質問 (任意 ) 
宛先 : E-mail ictiwate2017@gmail.com 
菊池 直実 (岩手 県 立 一 関 清明 支援 学校 ) 


i-C” + いわ て (特別 支援 教育 ICT 活用 支援 グル ー 

NE 重い 障害 の 子供 た ち ・ 0 
\ に 

いわ て 未来 づく り 機 構 医療 ・ 福 祉 連携 作業 部 会 

(部 会 長 岩手 県 立 大 学 教授 小川 晃子 ) 

島根 大 学 シ ュー マン イン ター フェ ー ス 研究 室 
出雲 国 ス イッ チエ 房 

一 天 市 (予定 ) 

岩手 県 重症 心身 障害 児 (者 ) を 守る 会 (予定 ) 

社会 福祉 法人 光 林 会 (予定 ) 

















いわ て 未来 づく り 機 構 か け 橋 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計 画 


テー マ : 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 推進 





座長 : 鈴木 俊昭 担当 機関 : 岩手 県 














広く 民間 等 の 取組 も 重要 で ある こと か ら 、 平 成 23 年 か ら 、 


行動 力 を 結集 させ た 取組 を 展開 。 





プロ ジェ クト 概要 東日本 大 岩 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復興 に は 、 行 政 は も と より 、 
被災 地 が 抱え る 課題 と 


県 内 外 か ら の 支援 の 提案 を マッ チン グ さ せ 、 行 政 や 民間 、NPO 等 の アイ デア 、 






































彼 災 地 の 課 題 は 、 


‘ 過 性 の も の か ら 、 産 業 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 の 中 長期 的 
移行 。 岩 災 の 風化 が 進み 、 県 外 の 一 部 の 企業 ・ 団 体 で は 、 復興 支援 に 代え て 、 CSR ( 企 








: 動 を 展開 。 





六 社会 的 责任 ) や 企業 利益 目指 す で S V (站 通信 创造) の 店 
こう し た 被災 地 の 環 境 変 化 へ の 対応 が 課題 と な っ て いる 。 
平成 0 年 度 は 、 中 長期 的 視野 

の 取組 の 「 持 続 化 」 や 「 横 展開 」 に 向け た 取組 を 展開 する と と も に 

発信 」、「 復 興 支 援 ネ ットワーク の 強化 」 の 取組 も 併せ て 推進 し た 。 
























































に 立っ た 新た な マッ チン グ の 醸成 の みな ら ず 、 


復興 関連 


な 課題 に 


これ まで 





情報 の 























か け 橋 作業 の 活動 状況 に つい て 
ED 





平成 31 年 3 月 12 日 第 12 回 作業 部 会 開催 
・ 平成 30 年 度 活動 実績 ( 案 ) 














(こつ いて 
・ 平 成 31 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 
・ そ の 他 

















・ (一 社 )RCF 及 び い わ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 協議 会 の 活動 状況 

















2. 平成 30 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課 题 等 D 评 全 (アウ トカ ム ) 


(1) 復興 支援 マッ チン グ | 
皿 期 、 中 長期 の 支援 に つい て 以下 の 2 
系 統 の 体制 で 対応 。 | 
① 短期 的 支援 |「① 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 協議 会 」 
物資 供与 や ボラ ンティア 派遣 等 の | に 配置 する 復興 支援 員 を 中 心 に 実施 し 、5 
支援 マッ チン グ は 、 一 定 の ニー ズ が | 件 を マッ チン グ 。 
ある こと か ら 継 続 し て 対応 。 | 
② 中 長期 的 支援 .加 業務 委託 先 の (一 社 ) RCF を 中 心 に 、 
産業 再生 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 の | 被災 地 の 課題 や ニー ズ を 把握 し 、 首 都 園 の 
支援 マッ チン グ の 要請 に 重点 的 に 対 | 企業 等 59 社 を 訪問 し 、 復 興 支援 の 誘致 に 注 












































































































































応 。 | 力 。 結 果 、25 件 の マッ チン グ に 至 
[目标 : 支援 件 数 30 件 】 | 【 実 績 : 30 件 】 


(2) 復興 関連 情報 の 発信 | 

被災 地 の 復 興 の 進捗 状況 や 様々 な 活動 ポー タル サイ ト に お いて 、 被 災 地 へ の 関 
を 復興 支援 ポー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 | 心 が 高まる 情報 や 支援 マッ チン グ の 事例 等 
復興 の か け 橋 」. や ツイ ッ タ ー、 フェ イス | を 随時 掲載 し た ほか 、SNS を 活用 し 情報 
ブッ ク 等 に より 総合 的 に 情報 発信 。 | 発信 。 

【目标 : 復興 トピ ックス 掲載 数 400 件 】 【 実 績 : 681 件 】 





























(3) 復興 支援 ネタ ットワーク の 強化 | 
復興 支援 を 速 東 や か に 実現 で きる よ | ネッ トワ ー ク 会 議 を H30.9 及 び H31.2 の 2 
う 、 都 内 で 「 岩 手 か け 橋 共 創 ネッ トワ 回 開催 し 沿岸 被災 地 の 現状 や ニー ズ の 紹介 
ー ク 会議 」 を 開催 し 、 果 内 外 の ネッ ト | や 、 支援 企業 の 活動 に つい て 情報 交換 。 そ の 
ワー ク を 構築 ・ 強 化す る 。 | 他 、 メー リン グリ スト 等 も 活用 し な が ら 支 援 
| 提案 等 の 情報 を 積極 的 に 提供 。 
































[目標 : ネッ トワ ー ク 構築 企業 数 90 社 】 【实生 : 92 社 】 
メー リン グリ スト 登録 企業 数 | 


























下 


























また 、 復興 の 段階 が 移行 する 中 で 、 被災 地 の 課題 も 変化 し て お り 、 こ れ ら に に 対応 
する こと が 求め られ て いる 























① 首都 圈 D 企業 の シー ズ と 被災 地 の 団体 の ニー ズ 双 方 の 的 確 な 把 撮 
© ee ee 
③ これ まで 関係 を 構築 し た 県 内 外 の 企業 ・ 団 体 と の 関係 性 の 継続 





























93. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 
育 都 圏 企業 の 復興 支援 に 対す る 意向 の 変化 を 把握 し つつ 、 被 災 地 の 団体 の ニー ズ 写 復興 
の 段階 に 応じ 、「 復 興 支 援 マ ッ チ ング 」 等 の 取組 を 実施 。 


また 、 こ れ ま で 業務 委託 に より 推進 し て いた 中 長期 的 支援 の マッ チン グ に つい て 、 委 託 
終了 後 の 体制 を 見 据え た 活動 内 容 の 整理 、 移 行 を 進め る 。 


① 復興 支援 マッ チン グ 
中 長期 的 支援 を 主力 と し つつ 。 引 続き 2 系 統 で の 体制 で 復興 支援 マッ チン グ を 推進 
産業 再生 等 に 係る 支援 マッ チン グ に つい て は 、 連 携 や 協 働 に 意欲 の ある 企業 を 中 心 に 
首都 圏 等 の 企業 の ビジ ネス 展開 に も つなが る 協 働 事業 の 誘引 を 図る あと と も に 、 (一 社 ) _ 
R CF か ら 、 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 協 識 会 へ の ノウ ハウ の 継承 を 図る 。 
物資 供与 や ボラ ンティア 派遣 等 の 従前 か ら の 支援 マッ チン グ は 、 い わ て 三陸 復 
興 の か け 橋 推進 協議 会 を 中 心 に 対応 。 
【 目 標 : 支援 件 数 15 件 】 
② 復興 関連 情報 の 発信 
被災 地 の 復興 状況 及び 支援 ニー ズ を 伝え る た め 、 復 興 支 援 ポ ボー タル サイ ト 「 い わ て 
三陸 復興 の か け 橋 」 や SNS 等 に より 総合 的 に 情報 発信 。 
【目标 : : ポー タル サイ ト 等 アク セス 数 220.000 アク セス 】 
③ 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 
速やか な 復興 支援 の 実現 及び 事業 の 継続 や 展開 を 目指 し た 、 県 内 外 の ネッ トワ ー ク 
の 構築 ・ 強 化 。 
【目标 : : ネッ トワ ー ク 組織 会 員 企業 ・ 団 体 数 90 社 】 


















































































































































参考 資料 : 平成 30 年 度 取組 事例 


1 復興 支援 マッ チン グ 
【 取 組 事例 ①】 コ ナミ グル ー プ 社員 会 
1 陸前 高田 市 社会 福祉 協議 会 と マッ チン グ し 、 同 社 ス ポー ツク ラブ イン スト ラク タ 
ー の ボラ ンティア に よる シニア 向け の 健康 教室 を 、 陸 前 高田 市 の 長 部 コミ ュ ニ ティ 
セン ター で 開催 
陸前 高田 市 教育 委員 会 と マッ チン グ し 、 オ リン ピア ン を 含む 同社 体操 競技 部 選手 に 
よる 市 内 の 小学 生 向 け の 交流 イベ ント を 開催 


基 站 














シニア 向け 健康 教室 2 体操 選手 に よる 復興 支援 イベ ント 


【 取 組 事 例 ②】 ネ スレ 日 本 幌 
1 宮古 市 社協 と マッ チン グ の 上 、 同 会 が 運営 する 各地 区 の 拠点 に 、 同 社 の 「 ネ スカ フ 
ェ バ リス タ 」 を 無償 で 設置 
2 また 、 同 会 が 主催 する 「 わ くわ くま つり 」 に 同社 が 出展 。 コ ーー ヒー マシン を 使っ た 
健康 飲料 の 提供 や 、「 高 齢 者 見 守り サー ビス 」 の デモ ンス トレ ーション を 実施 




















【 わ くわ くま つり で の 様子 】 





【 取 組 事 例 ③】 愛知 県 の 福祉 法人 「 さ わ や か の 丘 」 に よる 小学 校 の 備品 の 支援 
1 愛知 県 の 福祉 法人 で は 同 法人 が 開催 し た 祭り に て 寄せ られ た 義援金 を 活用 し た 助 
成 事業 を 平成 26 年 度 か ら 継 続 し て 実施 
2 か け 枚 協議 会 で 沿岸 市 町 村 の 教育 委員 会 に ニー スズ 調査 を 行い 、 同 法人 で 検討 の 結果 、 
陸前 高田 市 立 広田 小学 校 へ の 屋外 時 計 及 び ビ ピアノ 用 イス の 贈呈 に 至る 











se TT 
ey TT 


【屋外 用 时 计 】 【 ピ アノ 用 イス 】 


【 取 組 事 例 ④】 ア サ ヒ グル ー プ ホー ルディ ング ス 帳 
1 機構 と 同社 が 平成 26 年 12 月 に 締結 し た アラ イア ンス に 基づき 、「 い わ て 三陸 復興 
の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 一 環 と し て 、 被 災 市 町 村 の 郷土 芸能 の 保存 ・ 発 展 に 寄与 す 
る コミ ュ ニ ティ 活動 を 支援 する 「 ア サ ヒ グル ー プ ・ コ ミュ ニテ ィ 助 成 事業 」 の 実施 に 
全面 協力 
平成 30 年 度 は 沿岸 12 市 町 村 28 団体 に 1, 500 万 円 を 超え る 助成 を 実施 


At 
だ 


【 目 録 贈呈 式 (平成 30 年 8 月 24 日 ) 】 【 支 援 対 象 の 山車 (陸前 高田 市 ) 】 





2 復興 関連 情報 の 発信 


【 情 報 発信 ①】 復興 支援 ボー タル サイ ト 、SNS に よる 情報 発信 


画 ポ ボー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 管理 ・ 運 * 情 報 を 随時 拡散 (Twitter、Facebook) 








my いわ て 三陸 復興 の か け 橋 EE 


* サイ ト に つい て @ よ く あ る 質問 を リン 


世间 网 0 进 3 具 全 (El ED 参 支 摄 提案 O07 吓人 @1 


被 


a ーー 





【 情 報 発信 の 】 オ オルタナ ・ オ ン ラ イン ペー ジ 等 で の 情報 発信 
ビジ ネス を 通じ て 社会 課題 を 擬 決 する 有 名 


alterna 


Home > steera Cohanreut 


3itefma Colurnrwst 


シニア の 就労 意欲 喚起 を 目指 し て 「 か ら だ 測定 」 


FI 前 社 汪 法 人 RT げ 


ID CC 


潜在 労 動力 と し て 期待 され る シニア に 自身 の 体力 や 鐘 知 力 を 正 し cre 
く 知 っ て ちら うた め の 「 か ら 測 定圧 」 が 11 月 15、16 日 aa 

前 嘉田 市 、 症 石 市 で 開か れ た 万 。 荐 石 会 培 下 信人 抽 本 2 

丰 七 80 人 不 身体 中 且 坎 性 扩 芝 合力 东芝 去 测定 

カカ が ある と 分 か っ た 」 『 短 時 間 だ け 重 く ぐ こ と 


が か っ た 。 


文 ・ 苦 石 リ ー ジ ョ ナル コー ディ ネー ダー 【 基 援 妹 ) = 手 坟 二 也 看 





【 情 報 発信 ③】 ポ ー タ ル サ イ ト 掲 載 復興 トピ ックス 記事 例 ① 


【 写 真 で 見 る 復興 】 < 葡 石 市 > 鞠 住 拓 电 新 駅 舎 (② 








< 笔 石 市 > 親 住 居 駅 新 駅 舎 (②) 


東日本 大 震 災 津波 で 被災 し た 釜石 市 粉 住居 地区 の 「 和 糖 住居 駅 」 の 新 駅 舎 は 平成 30 年 8 月 に 完成 。 


駅 名 を 記し た 「 駅 名 標 」 が 建て られ 、 ホーム に 続く 通路 に 


JRLI 田 線 ( 宮 古 釜 石 間 ) は 1 月 28 日 か ら 、 運転 再開 後 (に 使用 する 車山 を 用 いた 試運転 が まり ま 


(平成 31 年 1 月 11 日 撮影) 





【 情 報 発信 ③】 ポ ー タ ル サ イ ト 掲 載 復興 トピ ックス 記事 例 ② 


復興 トピ ックス 


2018 年 08 月 17 日 
[ング [復興 ボイス (6)】 普 代 村 で 地域 お こし 協力 隊 と し て 活動 する 山 火 智 美 
さん 。 6 月 に は カフ ェ を オー プン ! 


登録 番号 TP18081 7001 
市 町 村 名 普代 村 


普代 村 で 地域 お こし 協力 隊 と し て 活動 する 山 火 智 美 さん 。 地域 づく り を ミッ ショ ン と し 、 平 
成 3O 年 6 月 に は 「 地 域 の 新た な 交流 の 場 | に し た い 」 と 使用 され て いな か っ た 日 村役場 の 村 
長 室 を 活用 し て 、 カフ ェ 「 普 代 参 拾 哲 (さん じゅ う ご ) 番 館 」 を オー ブン し た 。 秒 住 を 始め て 1 
年 半 。 活 動 に つい て 伺っ た 。 


〇 素 杜 さ が 魅力 的 だ っ た 


出身 は 岩手 県 滝沢 市 で 、 高校 を 卒業 し て 東京 | に 進学 し まし た 。 当初 は お し ゃ れ な 環境 | に 
憧れ も あっ て 、 都会 で の 暮らし を 楽し ん で いま し た 。 引 っ 越し が 好き で 、 居住 地 を 変え て い 
まし た が 年 々 、 郊外 へ と 移動 し て いる こと に 気が付い た ん で す 。 い つ し か 、、 都会 暮らし に 
満足 し た 自分 が いて 、 便利 さ は な く < て も 人 間 ら し い 生 活 が で きる 場所 で 仕事 が し た いと 思 
う よ う | に な り ま し た 。 

そこ で 、 以前 か ら 貞 味 の あっ た 地域 お こし 協力 隊 | に な ろう と 募集 を 探し まし た 。 お し ゃ れ な 
募集 サイ ト が 多く < て 「 ど こ へ 行っ て も 同じ な の で は 」 と 思っ て いた 矢先 、 普代 村 の 素朴 な 募 
集 サ イト が 目 に 留まり まし た 。 人 人口 2900 人 人 余り の コン ビニ も な い 村 は 、 魅力 的 で し た ね 。 
下見 が て ら 普 代 村 を 訪れ た と ぎ に 「 ど こ か ら 来 た の ? 」「 こ れ 食 べ て 」 と 気さく | に 声 を か け て 
くれ る 住人 が 和 多く < て 頑 き まし た が 、 人 間 ら し さや 温か さ が 心 地 よ く 感 じ て 、 地域 お こし 協力 
隊 へ 応募 する こと | に 決め まし た 。 


〇 新た な 交流 の 場 と し て 


村内 に は 地区 の 住民 司 士 が 集まる 場所 は あり まし た が 、 誰 も が 気軽 に 集え る 場所 が あり 
ませ ん で し た 。 「 こ こ に 来れ ば 誰か いる 」 そ ん な 場所 が あれ ば と 思い 、 交流 スペ ー ス 兼 カ 
フェ 開業 の 企画 を 村役場 へ 提案 し まし た 。 村役場 は と て も 協力 的 で すぐ に 許可 が 下り 、 坦 
所 と し て 希望 し た 旧 村 役場 の 使用 も 快 < 承 庄 し て くれ まし た 。 店 名 を 「 普 代 参 拾 哲 ( さ ん 
じゅ う ご ) 番 館 」 に 決め た の は 、 村 の 市 内 局番 が 「35」 な の で 、 覚 え や すさ か ら で す 。 

今年 3 月 か ら リ ノ ベ ーション を 始め て 、 手 作 業 で 天井 を 塗っ た り 照明 を リメイク し た り と 、 
少し ずつ 進め て きま し た 。 地域 の 人 た ち も 、 使用 し て いな い 物 品 の 提供 や テー ブル クロ ス 
の 作成 な ど 協 力 を し て くれ て 、 6 月 1 日 に オー ブン する こと が で きま し た 。 

カフ ェ で の お すす め は 、 地元 の ホウ レン ソウ を 使用 し た スム ー ジ ー「hayato( は や )」、 
生産 者 の 名 前 を 付け て いま す 。 地 の モノ を 使用 し た メニ ュー は 、 今後 も 増やし て いく 予定 


〇 ミッション は 「 地 域 づ くり 」 
今後 は カフ ェ を 利用 し て 、 カル チャ ー ス クー ル や イベ ント も 行っ て い ぎ た いで す 。 村 内 だ た 


け で は な く 、 村 な ら で は の 体験 メニ ュー で 外 か ら の 交流 人 口 を 増やし 、 住民 が 積極 的 | に 活 
動 で きる 仕組 み づ く り を し て い ぎ た いで す 。 





3 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 


【 ネ ットワーク 構築 事例 】 岩手 か け 橋 共 創 ネッ トワ ー ク 会 議 の 開催 








育 都 圏 の 企業 等 と 、 県 及び 市 町 村 の 担当 者 等 が 、 意 見 交換 する 機会 を 都内 で 提供 。 
企業 ・ 目 治 体 の ネッ トワ ー ク の 強化 を 図り 、 発展 的 な マッ チン グ の 実現 を 目的 と し て 開 
催し て いる も の 。 


第 1 回 
日 時 : 平成 30 年 9 月 6 日 

場 所 : 東京 都 千代 田 区 (Nagatacho GRID) 
参加 者 : 34 名 

主 な 内 容 
県 か ら 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 
2019 や 岩泉 町 の 平成 28 年 台風 第 10 号 』 
災害 か ら の 復旧 ・ 復 興 状 況 を 説明 。 
地域 の 取組 と し て か まい し DMC、 
特定 非 営利 法人 SE か ら 、 ま た 、 
企業 の 取組 と し て キリ ン 帆 、NEC 
ソリ ュー ショ ン イ ノ ベ ー タ 帆 か ら 発 
表 。 

「 岩 手 県 」 「 地 域 」 [企业 | D3 
つの ブー ス ご と に 意見 交換 を 実施 。 





























グル ー プ ディ スカ ッ シ ョ ン 





第 2 回 
日 時 : 平成 31 年 2 月 12 日 

場 所 : 東京 都 千 代田 区 (Nagatacho GRID) 
参加 者 : 31 名 

主 な 内 容 
県 か ら こ れ ま で の 事業 成果 や 現在 
の 地域 課題 等 を 説明 。 

地域 の 取組 と し て 岩手 大 学 、 三 陸 
鉄道 幅 か ら 、 企 業 の 取組 と し て ネ 
スレ 日 本 帆 、L IFUL 工 帆 か ら 
発表 。 

「 岩 手 県 」「 岩 手 大 学 」「 三 陸 鉄 
道 」 の 3 つの ブー ス ご と に 意見 交 
換 を 実施 。 





























地域 の 取組 の 発表 ( 岩 大 小野 寺 氏 ) 





いわ て 未来 づく り 機 構 復興 教育 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 


テー マ : 復興 を 担う 人 材 の 育成 
座長 : 田代 高 章 担当 団体 : 岩手 大 学 











報告 要旨 

本 作業 部 会 で は 、「 い わ て の 復興 教育 プロ グラ ム 」 に 基づい た 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 
を 平成 26 年 度 か ら 実 施し て いる 。 
平成 30 年 度 に お いて も 、 ee， こ 基 づき 、1 件 の 講師 派遣 を 実施 し た 。 
派遣 実績 が 年 々 減少 傾向 に あり 、 一 方 で 事務 局 を と お さ ず 学校 か ら 講師 へ 直接 派遣 を 依頼 
才 ス も ある こと か ら 、 si 講師 と の パイ プ が で き あ が り 、 本 作業 部 会 が 果 た 
すべ き 役 割 は 達成 し た も の と し 、 作 業 部 会 を 終え る 検討 を 進め て いた 。 し か し 、 岩 手 県 教育 
委員 会 と の 協議 を 通じ て 本 派遣 事業 に 関し て 潜在 的 な か ニー ズ は あり 、 こ れ ま で と 継続 し た 派 
遺 実施 の 要請 が あっ た こと か ら 、 方針 を 変更 し 、 継 続 し た 実施 に 向け た 協議 (課題 の 抽出 等 ) 
を 岩手 県 教育 委員 会 と 行っ た 。 










































































































































































1 . 平成 30 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 


平成 31 年 3 月 8 日 岩手 県 教育 委員 会 と 協議 



































・ 効 果 的 な 周知 方 法 に つい て 






































平成 31 年 4 月 26 日 第 1 回 作業 部 会 
・「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に つい て 、 実 施 要 項 、 派 遣 リ スト の 見 
直し に つい て 協議 











2. 平成 30 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 






〇 「 い わ て の 師匠 」 派遣 事業 の 実施 | 〇 学校 か ら の 依頼 に 基づき 、1 件 の 講 
| へ 岩手 医科 大 学 を 派遣 ) を 実施 し た 。 
〇 「 い わ て の 復興 教育 プロ グラ ム 」| 〇 岩手 県 教育 委員 会 と の 協議 に より 、 現 在 公開 され て 
が 平成 30 年 度 で 区 切り と な る た | いる 実施 要項 、 派 遣 リ スト の 課題 が 明確 と な っ た た 
め 、 平 成 31 年 度 以降 の 検討 | め 、 こ れ ら の 見 直し を 次 年 度 に 行う こと と し た 。 


に 3. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 べべ べべ つべ 
浴 在 的 な ニー ズ を 掘り 起こ し 、 派 貴 実 施 件 数 を 増加 させ る こと を 目的 と し て 、 以 下 の 活動 

を 重点 的 に 実施 する 。 

「 い わ て の 師匠 」 派 中 事業 の 実施 要項 等 を 各 学校 の 教員 が 活用 し や すい よう 、 岩 手 県 教 

育 委員 会 か ら ア ドバイ ス を 得 な が ら 、 見 直し を 行う 。 な お 、 見 直し 作業 を 行っ て いる 間 
も 講師 派遣 が 途切れ ぬ よ う 、 こ れ ま で と 同様 の 事業 を 継続 し て 実施 する 。 

〇 岩手 県 教育 委員 会 の 協力 の も と 、 見 直し た 実施 要項 等 を 学校 関係 者 が 集まる 会 議 (小 中 
高等 学校 校長 会 識 ) 等 で 配布 し 、 周 知 を 行う 。 

〇 以下 の 時 期 を 目途 に 作業 部 会 を 開催 し 、 委 員 に 内 容 を 共有 す 
・ 見 直し 後 の 実施 要項 ( 案 ) の 作成 時 (7 月 頃 )  ・ 年 度 の の 前 














師 派遣 (西根 




































































































































































































































































































































































平成 30 年 度 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 実施 事例 集 


【 事 例 ①】 八 幡 平 市 立 西 根 中 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 3 0 年 7 月 2 日 (月 ) 10 時 45 分 て 12 時 35 分 
場所 : 西根 中 学校 
対象 : 西根 中 学校 第 2 学年 86 名 
講師 : 岩手 医科 大 学 眞 瀬 智彦 教授 、 藤原 弘之 准 教 授 
藤原 淳一 教務 課長 、 蒲 澤 優 、 奥 野 史 寛 、 高 須 以 
演題 : 『 災 害 医 療 に つい て 』 
< 讲演 要 则 > 


・ 災 害 医 療 に つい て 
・ ト リア テー ジ 、 衛星 電話 、 ト ラン シー バー、 ラ ッ プ ボン に つい て 体験 























< く 生徒 か ら の 感想 > 
・ 災 害 時 に 治療 の 優先 順 を 決め て 、 一 人 一 人 の 治療 を する に は 、 迅 速 で 的 確 な 行動 が 大 切 だ と 思っ た 。 中学 
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生 と し て 少し で も 助け る こと が で きる よう な 行動 を し て いき た い 。 ま た 、 炎 害 時 用 の 道具 は あら ゆる ケー ス 
に 対応 で き 、 わ か りや すい 使い 方 で と て も 有人 能 な も の だ と 思っ た 。 

「 災 害 医 療 」 と は 限り ある 資材 で 多く の 人 を 助け る こと で ある こと が わか っ た 。 人 の 命 に 優先 順位 を つけ 
る の は つら いこ と だ が 、 多 く の 命 を 助け る た め に は 仕方 が な いこ と だ と 思っ た 。 今回 の 話し を 聞い て 、 多 く 
の 命 を 助け た いと いう 思い が 伝わっ て きた 。「 自 助 」「 共 助 」 が と て も 大 切 だ と 感じ た 。 























いわ て 未来 づく り 機 構 いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計 画 


テー マ : 復興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育成 及び 人 材 の ネッ トワ ー ク づく り 





座長 : 森 達也 


担当 団体 : 岩手 県 復興 局 











報告 要旨 








復興 を 担う 個人 や 























団体 な ど 多 様 な 主体 に 学び の 場 を 提供 する と と も に 、 相 互 の 交流 や 連携 

































































































































































を 図り な が ら 、 復 興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育成 と 人 材 の ネッ トワ ー ク づく り を 推進 する た 
め 、 「 い わ て 復興 未来 藝 」 を 3 回 開催 し た 。 

1 . 平成 30 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 

回 開催 日 時 会 场 プーマ 参加 者 数 
本 We 区 WV 
| 0 了 1 4 

































































※ 各 回 の 詳細 は 、 別 紙 の と お り 。 












































レバ 
より 良い 復興 の 実現 に 向け 、 







復 | ・ 


興 に 関わ り た いと 考え て いる 多く | 
の 方 々 に 復興 に 関す る 学び の 場 を | 





提供 する と と も に 、 











衛 状 況 は 上 記 




















・ 県 民 計 画 (2019~2028) 策定 に も 資す る よう 、SDGs や 東 


評価 (アウ トカ ム ) 


1 の と お り 。 
































方 々 の 交流 や 連携 を 推進 する 。 


(2) 活動 計画 
いわ て 復興 未来 塾 を 年 3 回 開催 。 
































参加 され た 

















| を 発信 する と と も 











・7 月 17 日 ( 火 ) 第 1 回 


国際 防災 ・ 危 機 管 理研 究 岩 手 会 議 と 
併催 





























| ・ 塾 終了 後 の 交 流 会 で は 講師 等 と 参加 者 が 意見 交換 を 行う 























| つい て 学ぶ 機会 ギ 作 る こと が で きた 。 


| 本 大 震 災 津波 の 事実 を 踏ま えた 教訓 の 伝承 ・ 発 信 を テー 
| マ と し な が ら 、 県 
| ・ 国 際 会 議 と の 併催 に より 、 国 外 に 震 災 の 教訓 や 復興 の 姿 














民 と 議論 する 場 を 設け る こと が で きた 。 











に 、 海 外 の 研究 者 か ら 見 た 復興 や 防災 に 























・9 月 16 日 (日 ) 第 2 回 


ー ミ <: 














・12 








沿岸 地域 で 開催 




















第 3 下 
いわ て 三陸 復興 フォ ー ラ ム と 人 1 


























| こと に より 、 様 々 な 人 的 ネッ トワ ー ク の 形成 に つなが っ た 。 


(2 ) 課題 


| 本 誤 に 、 よ り 多 く の 人 た ち に 参加 いた だ ける よう 、 既 参 
| 加 者 を 通じ た 勧誘 を 含め 周知 に カ を 入れ る 必要 が ある 。 



























































3. 今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 
(1 ) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 





























より 良い 復興 の 実現 に 向け 、 復 興 に 関わ り た いと 考え て いる 多く の 方 々 に 復興 に 関す る 学 
び の 場 を 提供 する と と も に 、 参 加 さ れ た 方 々 の 交流 や 連携 を 推進 する 。 





























(2) 活動 計画 

















上 記 観 点 を 踏ま そえ つつ も 、 今 後 は 6 て 8 月 に 三陸 防災 復興 シン ポジ ウム が 4 回 開催 され る こ 
と を 考慮 し 、 い わ て 復興 未来 塾 を 年 2 回 開催 する 。 第 1 回 は 、 令 和 元 年 11 月 16 日 ( 土 ) に 陸前 









































高田 市 内 で 開催 予定 と し て いる 。 第 2 回 は 、 令 和 2 年 1 月 26 
ォ ー ラ ム 」 と 併せ て 盛岡 市 内 で 開催 予定 と し て いる 。 





















































日 (日 ) に 「 い わ て 三陸 復興 フ 











参考 资料 
2019 年 度 い わ て 復興 未来 塾 の 開催 に つい て 
1 開催 方 針 
(1) 今年 度 上 半期 に は 、 三陸 復興 防災 シン ポジ ウム 2019 に お いて 4 回 の シン ポジ ウム (6 月 、 
7 月 ) を 予定 し て いる こと 、 ま た ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019" 洲 石 開催 (9 月 て 11 月 ) 
が 予定 され て いる こと か ら 、 未 来 鞭 は 下半期 11 月 、 1 月 ) に 2 回 開催 する 。 
(2) 各回 に テー マ を 設け 、 講 師 に よる 基調 講演 及び パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン を 実施 する 。 


























































































































2 開催 計画 ( 案 ) 








開催 日 = 








第 1 回 「 思 い を 伝え 、 つ な ぐ 。 未 来 の た め の 伝 承 ・ 発 信 (仮題 )」 






































(陸前 高田 市 ) | 11 月 16 日 | 東日本 大 震 災 津波 の 事実 を 踏ま えた 教訓 や 復興 の 姿 を 国内 外 の 
( 土 ) 人 々 に 伝え る と と も に 、 復興 を 担う 人 材 や 人 的 ネッ トワ ー ク づく 













































































































































































り の 強化 を 図る 。 

第 2 回 「 東 日 本 大 震 災 津波 か ら 間 も な く 9 年 、 被 災 地 三 復興 地 の 今 と 

(盛岡 市 ) これ か ら (仮題 ) 」 

I 1 月 26 日 

※「 い わ て 三陸 大 震 災 か ら 間 も な く 9 年 を 迎え よう と し て いる 被災 地 の 状 況 と 

復興 フォ ー ラ ム 」 と (日 ) _ 

の 併催 これ か ら を 考え る こと に より 、 風化 を 防ぎ 、 将 来 に わた り 復 興 へ 
の 理解 を 深め 、 継 続 的 な 復興 へ の 参画 を 促進 する 。 

3 参考 


三陸 防災 復興 シン ポジ ウム に つい て は 、 別 添 チ ラ シ の と お り 。 


参考 资料 


いわ て 復興 未来 平成 30 年 度 開催 実績 





日 程 


会 場 


テー マン 講師 ・ パ ネリ スト 





H30.07.17 


第 1 回 
本 ( 火 ) 


アイ ー ナ 7 階 
小 田 岛 组 次 | 攻 一 名 
(参加 者 約 310 名 ) 


基調 報告 「 東 日 本 大 震 災 か ら の 復旧 と 復興 」 
岩手 県 知事 達 増 拓也 
釜石 市 長 野田 武則 氏 
講評 :Arnold Howitt 氏 
(ハー バー ド 大 学 ケ ネ デ ィ 行 政 大 学院 アッ シュ セン ター 顧問 ) 





事例 報告 
「 危 機 管 理 と 防災 東日本 大 震 災 か ら 得 た 教訓 」 
越野 修三 氏 (岩手 大 学 地域 防災 研究 セン ター 客員 教授 ) 
望月 正彦 氏 ( 元 三陸 鉄道 帳 代表 取締 役 社長 ) 
神谷 未 生 氏 (( 一 社 ) お ら が 大 横 夢 広場 事務 局長 ) 
讲评 :Arjen Boin 氏 (ライ デン 大 学 政治 学研 究 所 教授 ) 





H30.09.16 
(日 ) 


釜石 情報 交流 セン タ 


チー ム ス マ イル ・ 釜 石 
PIT 
(参加 者 約 120 名 ) 


基調 報告 「SDGs を 考え る 持続 可 能 な 地域 づく り >」 
黒田 か を り 氏 (一 般 社団 法人 CSO ネ ットワーク 事務 局長 ・ 理 事 ) 





パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
「 持 続 可 能 な 地域 づく り 」 
・ コー ディ ネー ター 
石井 重 成 氏 (釜石 市 総務 企 
・ パネ リス ト 
平 館 豊 氏 (RAY LAB 合 同 会 社 代表 社員 ) 
菅野 祐太 氏 (認定 NPO 法 人 カタ リバ 東北 復興 事業 部 ディ レク タ 


画 部 オー プン シテ ィ 推進 室長 ) 


一 
細江 絵梨 氏 (釜石 ロー カル ベン チャ ー 一 般 社 団 法 人 根 浜 MIND) 





H30.12.16 
(日) 


第 3 回 











エス ポワール いわ て 
2 階 大 ホー ル 
(参加 者 約 120 名 ) 


基調 講演 「 未 来 の た め の 伝承 ・ 発 信 」 
畑中 憲 守 氏 (民俗 学者 ) 








パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 

「 未 来 の た め の 岩 災 の 教訓 の 伝承 」 

コー ディ ネー ター 

江幡 平三郎 氏 ( 株 式 会 社 IBC 岩 手 放 送 ) 

・ パネ リス ト 

森本 晋也 氏 ( 岩 手 大 学 大 学院 教育 学研 究 科 准 教授 ) 
柴山 明 寛 氏 ( 東 北大 学 災 害 科 学 国際 研究 所 准 教 授 ) 

田中 美咲 氏 ( 一 般 社団 法人 防災 ガー ル 代表 理事 ) 





※1 国際 防災 ・ 危 機 管理 研究 岩手 会 


※2 いわ て 三陸 復興 フォ ー ラ ム 全体 会 と 併催 


議 と 併催 





第 2 回 









2019 年 GaD8E 3019 


13:30~16:00( 予 定 ) 





久慈 市 文化 会 館 1 階 小 ホ ー ル 





産業 分 野 に お ける リス クマ ネジ メン ト 
ー 橋 大 学名 誉 教授 関 満 博 氏 


< 略 历 > Oy 
1948 年 富山 県 小矢部 市 生ま れ 。 NN 4 
専門 は 地域 産業 論 。 或 时 
1971 年 成城 大 学 経済 学部 卒業 。1976 年 成城 大 学 大 学院 経 
済 学研 究 科 博 士 課 程 単位 取得 。 専 修 大 学 商学 部 助教 授 、 一 橋 
大 学 商学 部 教授 な ど を 経て 、2011 年 より 現職 。 
これ まで 岩手 県 東日本 大 震 災 津 波 か ら の 復興 に 係る 専門 委 
員 、 北 上 市 産業 振興 アド バイ ザー な ども 務め る 。 





株 式 会 社 ひ ろ の 屋代 表 取 締 役 下 芋 坪 之 典 氏 
久慈 地域 エネ ルギー 株 式 会 社 取締 役 若林 治男 氏 








還 ニ 隊 災 人 軸 ツ ポッ フ ム 2019 


A 三陸 の 生き 
ーー BD な 産業 を 考え る 


ee i 
a rs ー ル の 
ンー 


A lS I 
っ 2 
ー ーーー と 





2019 年 OAC9E 


9:30~14:30( 予 定 ) 





無料 バス 運行 (定員 3 0 名 ) 





北 い わ て ・ 学 び の プロ グラ ム (語り 部 ガイ ド ) 
岩 災 か ら 立 ち 上 が っ た 施設 の 取組 等 の 説明 ・ 館 内 見 学 


昼食 休憩 
※ 昼 食 は 参加 者 負担 と か り ま す 。 施 設 内 の レス トラ ン を 
ご 利用 いた だ く か 。 各 上 自 で ご 準備 願い ます 。 


岩 災後 に 起業 し た ワイ ナリ ー の 工場 見 学 























盛岡 久慈 往復 無料 バス の 御 案内 (定員 50 人 ) 
6 月 28 日 ( 金 ) の シン ポジ ウム 当日 は 、 感 岡 ・ 久 慈 間 で 往復 バス を 運行 し ます 。 
座席 数 に 限り が あり ます の で 、 申 込み は お 早め に お 願い し ます 。 


往路 : 盛岡 駅 西 ロ バス ター ミナ ル 発 10:00 発 叶 久慈 市 文化 会 館 (会 場 ) 12:30 着 
4 复 路 : 久 慈 市 文化 会 馆 (会 場 ) 16:30 発 只 盛岡 駅 西 ロ バス ター ミナ ル 19:00 着 


問い 合わ せ 先 下記 の いずれ か の 方 法 で 申込 みく だ さい 。 
事務 局 : 岩手 県 復興 局 復興 推進 課 E-mail で 申込 み FAX 又は 郵送 で 申込 み 

〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 件 名 を 「 第 2 回 三陸 防災 復興 シン ボ ジ ウ ム 」 下記 の 「 参 加 申 込 書 」 に 必要 事項 を ご 記入 の 
TEL : 019-629-6945 と し て 、 下 記 の 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 申 込 上 、 申 込み くだ さい 。 

FAX : 019-629-6944 みく だ さい 。 

E-mail : AJ0001@pref.iwate.jp 還 氏 名 (ふり が な ) 中 所 属 ・ 団 体 名 等 ※ 郵 送 の 場合 は 締切 日 必着 で お 願い し ます 。 


住所 中 電話 番号 
申込 締切 還 バ ス 利 用 の 有無 


6 月 1 4 日 金 Fm Po 











第 2 回 三陸 防災 復興 シン ホ ジ ウ ム 参加 申込 書 
FAX: 019-629-6944 





ふり が な ふり が な 
代表 者 氏名 同伴 者 氏名 





ふり が な ふり が な 
同伴 者 氏名 同伴 者 氏名 











代表 者 住所 











電話 番号 FAX 番号 














< 希望 内 容 > 参加 ・ 利 用 を 希望 する も の に 〇 を つけ て くだ さい 。 ※ 参 加 無 料 
開催 日 項目 








ン ボ ジウ ム (久慈 市 文化 会 館 小 ホ ー ル 13:30~16: 00) 





【 往 路 】 盛岡 駅 西口 バス ター ミナ ル (10 : 00 発 ) 


盛岡 ら 久慈 っ 久慈 市 文化 会 館 (12:30 着 ) 
無料 バス 





【 復 路 】 久慈 市 文化 会 館 (16:30 発 ) 
过 盛岡 駅 西 ロ バス ター ミナ ル (19:00 着 ) 








エク スカ ーション (久慈 駅 9:30 発 ~ 久慈 駅 14:30 解 散 ) 





エク スカ ーション (久慈 駅 9:30 発 ~ 盛岡 駅 17:00 解 散 ) 























※ こ ご 記入 いた だ いた 個人 情報 は 、 個 人 情報 保護 法 に 基づき 、 他 の 用 途 に は 一 切 使用 し ませ ん 。 


第 3 回 | 


ウリ 


ティ の 








2019 年 7 』19 sore 7 20 








13:30<16:00( 予 定 ) 10:00<14:20( 予 定 ) 








大 船渡 市民 体育 館 無料 バス 運行 (定員 3 0 名 ) 








※ 希望 者 は バス 乗車 可能 (裏面 で 申込 ) 


地域 の 防災 力 を 高め る 大 船渡 市 の 復興 まち づく り の 取組 况 明 及 中 施 设 见 学 
国土 第 大 学 防災 ・ 救 急 救助 総合 研究 所 
教授 山崎 登 氏 


く 略 歴 > > 


1954 年 長野 県 大 町 市 生ま れ 。1976 年 に NHK 入 局 し 、NHK 解 説 


岩 災 当時 の 避難 の 様子 や 避難 所 運営 に つい て 説明 























員 (自然 災害 ・ 防 災 担 当 ) を 務め た 後 、2017 年 より 現職 。 昼食 休憩 

芭 * に ・ 淡路 大 岩 災 、 台 湾 地 岩 、 新 潟 地震 = mn 

a 参加 者 負担 と な り ま す 。 近隣 の 飲食 店 を ご 利用 くだ さい 
日 本 大 翌 災 、 熊 本 地震 、 西 日 本 宗二 災害 な ど を 取材 。 参加 者 负担 ・ 近隣 の 飲食 店 を ご 利用 くだ さい 。 





2018 年 に 防災 功労 者 内 閣 総 理大 臣 表 彰 受賞 。 esa 


陸前 高田 観光 ガイ ド 部 会 
- 語り 部 ガイ ド が 同乗 し 、 岩 災 か ら の 復興 状況 を 説明 
災害 伝承 語り 部 吉田 忠雄 氏 一 


岩泉 町 危机 管理 监 佐々 木 重光 氏 





< 会 場 案内 : 大 船渡 市 民 体育 館 >  〒022-0003 大 船渡 市 盛 町 中 道 下 1- 0 四 Mg 。 
※ 会 場 情報 や 会 場 周辺 の 地図 は 、 右 の QR コー ドカ ぐ 大 舱 注 市 民 休 育 凶 
※ 駐 車場 に は 限り が ご ざい ます の で 、 無 料 シャ トル バス や 公共 交 交通 機関 の 利用 に ご 協力 を お 願い し ます 。 回 4 





盛岡 全 大 船渡 往復 無料 バス の 御 案内 (定員 50 人 ) 
7 月 19 日 ( 金 ) の シン ポジ ウム 当日 は 、 感 岡 ・ 大 船渡 間 で 往復 バス を 運行 し ます 。 
座席 数 に 限り が あり ます の で 、 申 込み は お 早め に お 願い し ます 。 


往路 : 盛岡 駅 西 ロ バス ター ミナ ル 発 10:30 発 只 大 船渡 市 民 体育 館 (会场 ) 12:45 着 
4 复 路 : 大 船渡 市 民 体育 館 (会 場 ) 16:30 発 只 盛岡 駅 西 ロ バス ター ミナ ル 18:45 着 


問い 合わ せ 先 下記 の いずれ か の 方 法 で 申込 みく だ さい 。 


事務 局 : 岩手 県 復興 局 復興 推進 課 E-mail で 申込 み FAX 又は 郵送 で 申込 み 

〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 件 名 を 「 第 3 回 三陸 防災 復興 シン ポジ ウム 」 下記 の 「 参 加 申込 書 ] に 必要 事項 を ご 記入 の 
TEL : 019-629-6945 と し て 、 下記 の 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 申 込 : 上 、 申 込み くだ さい 。 

FAX : 019-629-6944 みく だ さい 。 


E-mail : AJ0001@pref.iwate.jp 還 氏 名 (ふり が な ) ョ 所 属 ・ 団 体 名 等 
重 住 所 四 電話 番号 
箇 バス 利用 の 有無 


4 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 E-mal 019-629-6944 


第 3 回 三 時 防災 復興 シン ホ ジ ウ ム 
FAX: 019-629-6944 


※ 郵 送 の 場合 は 締切 日 必着 で お 願い し ます 。 














ふり が な ふり が な 
代表 者 氏名 同伴 者 氏名 





ふり が な ふり が な 
同伴 者 氏名 同伴 者 氏名 











代表 者 住所 





電話 番号 FAX 番号 




















< 希望 内 容 > 参加 ・ 利 用 を 希望 する も の に 〇 を つけ て くだ さい 。 ※ 参 加 無 料 
開催 日 项 目 








シン ボ ジ ウ ム (大 船渡 市 民 体育 館 13 : 30~16 : 00) 





【 往 路 】 盛 岡 駅 西 ロ バス ター ミナ ル (10 : 30 発 ) 
盛岡 大 船渡 全 大 船渡 市 民 体育 館 (12:45 着 ) 


無料 バス 【 復 路 】 大 船渡 市 民 体育 館 (16:30 発 ) 
盛岡 駅 西口 バ スタ ー ミ ナル (18:45 着 ) 








エク スカ ーション | 場所 





大 船渡 防災 観光 交流 セン ター (10:00 集 合 ) 





っ ・ 降 車 
易 所 それ ぞ れ に 人 蘭 泉 [交通 大場 ij 高 四 对 前 ・ 





盛岡 駅 西口 バス ター ミナ ル (18:45 着 ) 


























※ こ 記入 いた だ いた 個人 情報 は 、 個 人 情報 保護 法 に 基づき 、 他 の 用 途 に は 一 切 使用 し ませ ん 。 


いわ て 未来 づく り 機 構 ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 の 


実績 報告 ・ 活 動 計画 


テー マ : 地元 大 学生 及び 首都 圏 大 学生 の 岩手 県 内 就職 の 促進 





座長 : 小野 寺 純 治 担当 団体 : 








大 学 4 


報告 要旨 
「 ふ る さと いわ て 推進 協議 会 」 と 「 い わ て で 働 こ う 推 進 協 議会 」 等 と の 連携 に よ 











E と 県 内 事業 所 と が 交流 を 行う 「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate2018」 を 実行 委員 会 
方 式 に より 開催 し た 。 ま た 、 ふ る さと いわ て 創造 協議 会 が 平成 28 年 度 か ら 取 り 組 ん で きた 地 
域 で 働く こと と 暮らす こと を 学ぶ 「 地 域 志 向 型 イ ンタ ー ン シッ プ 」 に つい て 、 
学 へ の 周知 活動 を 開始 し た 。 さ ら に 、 機 構 会 員 企業 を 対象 に U・T タ ー ン 促進 の た め の 詩 査 を 実 
施し た 。 
















































































首都 圈 协 力 大 


り 、 地元 


























平成 3 


平成 3 








0 年 7 月 6 日 











0 年 12 月 6 日 








FE 成 3 
成 3 





| | 二 


平成 3 























0 年 12 月 15 日 
1 年 1 月 25 日 








1 年 3 月 20 日 





記 1 . 平成 30 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ ッ ト ) 


【 学 生 と 企業 等 と の 交流 の 場 の 創出 】 
平成 30 年 4 月 24 晶 

















「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate2018」 第 1 回 実行 委員 会 開催 





























・ 開 催 方 針 の 検討 
同 第 2 回 実行 委員 会 
・ 予 算 案 の 審 議 
出展 団体 の 決定 等 
第 3 回 実行 委員 会 
当日 の 進行 方 法 等 

「 ふ る さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate2018」 開催 
同 第 4 回 実行 委員 会 

・ 開 催 結 果報 告 
・ 商 年 度 の 対応 方 針 検討 
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【 地 域 志 向 型 イ ンタ ー ン シッ プ 首 都 圏 協力 大 学 等 へ の 働き か け 】 











COC 十 の 首都 圏 協力 大 学 で ある 首都 大 学 東京 、 横 浜 国立 大 学 、 




















を 訪問 し て 担当 部 賭 に 説明 


【 ア ン ケ ー ト の 実施 】 
平成 30 年 7 月 30 日 一 

















9 月 7 日 























機構 の 会 員 を 対象 と し た アン ケー ト を 実施 し た 。 
・ 有 効 回 答 数 676 名 
(うち 大 学 、 短 大 、 専 修学 校 等 へ 進学 し て 就職 し た 者 519 名 ) 


















































評価 (アウ トカ ム ) 











































| 205 の 出展 団体 と 1.700 名 の 来場 者 が 交流 し た 。 その 結果 、 
| 来場 者 の 満足 度 は 97.6%、 出 展 者 の 満足 度 は 75%% で あっ 
| た 。 し か し 、 高 校生 の 参加 が ほとん ど 無 く 、 今 後 の 課題 
地域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ の 企 | 県 内 に お ける 地域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ は 、 岩 泉町 、 
画 等 | 葛巻 町 、 二 戸 地域 な ど で 実 施さ れ て いる ほか 、 一 関 で は 
| 農業 に 特 化 し た イン ター ンシップ を 、 北 上 で は 商店 街 の 
活性 化 に 向け た イン ター ンシップ を 実施 する な ど 、 地 域 
| の 実情 に 合っ た 多様 な イン ター ンシップ の 展開 が 図ら れ 
We 
| 年 度 末 に は 首都 略 協 力 大 学 を 訪問 し て 、 こ の よう な 取 
| 組 を 説明 し た 。 
会 員 向 け ア ン ケ ー ト の 実施 | 県 外 の 高等 教育 機関 を 卒業 し た 人 材 を 県 内 企業 へ の 就 
| 職 に つなげ る た め 、 会 員 企業 を 対象 と し た U・1 タ ー ン の 理 
| 由 や 背景 を 探る 調査 を 実施 し た 。 


in Iwate2018 の 開催 
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3. 今后 0 活动 方针 "了 定 

(1) ふる さと 発見 ! 大 交流 会 in Iwate2019 の 開催 
令 和 元 年 11 月 23 日 に いわ て 産業 文化 セン ター で 実施 予定 

(2) 地域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ の 推進 
県 内 高等 教育 機関 に 加え て 、COC 十 の 首都 圏 協力 大 学 の 学生 に も 周知 し 、 岩手 の 中 山間 地 
域 や 農業 な ど 多 様 な イン ター ンシップ を 自治 体 や 地域 企業 等 と 連携 し て 推進 


























































































































ふさ さと 発見 / 


が いわ て で 働き 、 輝 く た め に - いわ て の 魅力 再発 見 ! - 
革 ふる で と 発見 ! 大 交流 会 in lwate 2018 


* 開 催 日 時 : 平成 30 年 12 月 15 日 ( 土 ) 13 時 て 1 6 時 
* 開催 会 場 : 岩手 産業 文化 セン ター (アピ オ ) 


【 概 要 】 
1. 学生 と 事業 所 と の マッ チン グイ ベン ト 


・ 出展 団体 : 205 プ ブー ス 
・ 参加 者 数 : 1.700 名 (学生 910 名 、 出 展 者 610 名 、 一 般 如 名 、 関 係 者 120 名 ) 
・ 起用 : 636 万 円 ( 民 癌 企業 出展 者 か ら の 出展 料 156 万 円 (] 亡 円 プア プー ス ) と 
補助 金 (500 万 円 ) を 充当 ) 
2. 主役 は 若者 
・ 学生 が 実行 委員 会 を 組織 し て 企画 
・ 普段 着 で の 交流 
・ イン ター ンシップ 受け 入れ 事業 所 (46 事 業 所 ) を 学生 が 取材 し 、 出 展 企業 
紹介 則子 に コメ ント 
3. 教育 の 場 と し て も 活用 


・ キャ リア 教育 な どの 投 業 に 活用 


4. 5 つの 多彩 な フォ ー ラ ム を 併催 

① 市 職員 の シゴ ト っ て いろ いろ ある ~ 約 10 年 の 経験 か ら 伝え られ る こと ~ ( 主 
催 : 岩 手 大 学 三陸 復興 ・ 地 域 令 生 推進 機 橋 ) 

加 購 い て 神 て 体験 ! 知香 介 護 一 介護 職員 の リア ルト ー ク と VR に よる 職場 見 学 
(主创 : 厚生 労働 者 岩手 労 借 局 ) 

イン ター ンシップ フォ ー ラ ム 「 イ ンタ ー ン シッ プ で 見 つけ よう 【」 (主催 : 
ふる さと いわ て 創造 協議 会 ) 

3) 現役 ゲー ムク リエ ー タ ー が 語る 、 北 整 北 と 最新 デジ タル エン タメ 技 約 ( 主 
催 : 岩手 県 商工 演 働 観光 部 商工 企画 室 ) 

司 いわて 款 職 画 接 会 IV (主催 : 公益 財団 法人 上 ふる さと いわ て 定住 財団 ) 


来場 者 及び 出展 者 の 評価 


来場 者 (有効 回 答 数 552( 学 生 536、 一 般 16) ) の 
満足 度 は 97.69% 


今 ま で 知ら な か っ た 岩手 の 魅力 を 発見 で きた 98.39% 
自分 の 将来 に つい て の イメ ー ジ が 湧い た 81.296 


出展 者 (有効 回 答 数 122) の 満足 度 は 759% 
・ 来年 度 も 出展 し た い 77% 
・ 出展 費用 1 万 円 は 安い (11.596) 、 適 当 な 価格 (69.796) 





多様 な イン ター ンシップ の 展開 


> よっ て た か っ て 学生 を 育て る 、 岩 手 な ら で は の イン ター ンシップ 
と > 12 年 生 の うち か ら 参 加 で きる 、 地 域 と 企業 が 一 体 と な っ た イン ター 
ン シ ッ 
事業 所 主導 型 実践 型 (課題 解決 型 ) 
の 通常 せ 企業 の 抱え る 課題 を 学生 が 主体 に 
事業 所 の 通常 務 を 体験 させ る | | 


1 週間 程 ひ と つの 企業 に 夏休み や 春休み に 1 ヶ月 程 ひ と つ ~ 
行っ て 行う こと が 多い の 企業 に 行っ て 行う こと が 多い 


地 域 志向 型 


・ 地 域 の 抱え る 課題 を 地域 に 入っ て 考え る 
・ 働 く こ と 以上 に そこ で 暮らす こと を 体験 する 
・ 地 域 全体 で 受け 入れ る イン ター ンシップ 

・ 地 域 の ファ ン を 増やす 


3/ 


ひざ > と エ 


全 性 ,导入 三 汝 +t 淋 风尘 


| 平成 28 年 岩泉 町 
平成 29 年 岩泉 町 、 葛 巻 町 、 西 和賀 町 *、 二 戸 地 域 な ど 
し * 学 生 団体 Oraho が 町 や 地域 企業 を 巻き 込ん で 実施 


装 9 





地域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ (岩泉 町 ) 
4 コー ディ ネー ター( 岩 泉町 まる ご と コネ クタ ー) が 企画 し て 町 全体 で 学生 を 受け 
入れ 、 毎 夜 の 意見 交換 会 や 報告 会 を 実施 


> 告 会 は だ くさ が 
林業 の 川上 か ら 川 下 まで を 学ぶ 涯 泉 の 観光 と 産業 在学 ター ビリー 
林業 コー スイ ンタ ー ン シッ プ 観光 ・ 産 業 コ ー ス イン ター ンシップ 

: Ey 


a 。 
私 が 体験 し た イン ター ンシップ は 
「 働 く こ と 」 だ け で は な くそ の 土地 で 生き る こと 」 に つ 
いて 学べ る イン ター ンシップ で す 





いわ て 未来 づく り 機 構 イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 の 


実績 報告 ・ 


テー マ : 岩手 型 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 推進 に つい て 


活動 計画 














































































































座長 : 古舘 慶 之 担当 団体 : 科学 ・ 情 報 政 策 室 
報告 要旨 
本 県 の 各 機 関 の 持 つ ポ テン シャ ル を 生か し て イノ ベー ショ ン の 創出 に 向け た 取組 を 強化 す 
る た め 、 平 成 29 年 度 か ら 本 作業 部 会 を 設置 し 、 検 討 を 開始 。 
平成 30 年 度 は 、 い わ て 県 民 計 画 (2019 て 2028) と 整合 を 図り な が ら 新 し い イ ノ ベ ー シ ョ ン 
創出 に 向け 、 「 岩 手 県 科学 技術 イノ ベー ショ ン 指 針 」 を 取り まとめ た 。 


















































































































































| 1 . 平成 30 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プット) 。 
平成 30 年 5 月 22 日 第 1 回 作業 部 会 開催 
・ 指 針 の 骨子 に つい て の 検 庄 
平成 30 年 9 月 28 日 第 2 回 作業 部 会 開催 
・ 指 針 の 構成 案 に つい て の 検討 
平成 30 年 11 月 20 日 第 3 回 作業 部 会 開催 
・ 指 針 の 素案 に つい て の 検討 
平成 31 年 1 月 9 日 第 4 回 作業 部 会 開催 
・ 指 針 の 最終 案 に つい て の 検討 
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ヶ 成 29 年 度 の 調 
まえ 、 次 期 総合 計画 


分 析 結 
と 整合 を 


























図り 











な が ら 、 イノ ベー ショ ン 創 出 の た | 








め の 方 向 性 を 取り まとめ る 。 


果 を 路 





と 整合 を 





| 2028) 




















評価 (アウ トカ ム ) 


本 作業 部 会 の 検討 結 
図り な が ら 「 岩 ヨ 
ョ ン 指 針 」 を 取り ま 





いわ て で て 県民 計画 (2019~ 
県 科学 技術 イノ ベー シ 











E 
ンド 











や 、 





























に と め た 。 








今後 の 活動 方 針 ・ 予 定 


Society5.0 の 目指 す 超 スマ ー ト 社 




















き 、 科 学 技術 の 経済 面 へ の 展開 に 加え 、 生 活 環 境 な どの 文化 生活 面 へ の 社会 実装 に 向け た 取 
組 を 積極 的 に 推進 し て いく 。 















































会 を 見 据え 、 岩 ヨ 


E 県 科学 技術 イノ ベー ショ ン 指 針 に 基 づ 





























| 科学 技術 を 巡る 状況 


【 国 の 動向 】 
・ 第 5 期 科学 技術 基本 計画 、 未 来 投資 戦略 2018 等 
に より Society5.0 の 実現 に 向け た 取組 を 推進 。 
経済 発展 と 社会 的 課題 の 解決 を 目指 す 


・2015 年 9 月 の 国連 サミ ッ ト で 「 持 続 可能 な 開発 
目標 (SDGs)」 採 択 、 日 本 で も 積極 的 に 取組 を 推 
进 


【 県 の 動向 】 
・ 新 た な 総合 計画 を 策定 、 物 質 的 な 豊か さ に 加え 、 
心 の 豊か さや 地域 の 人 の つなが りな ども 大 切 に 
、 一 人 ひと り の 幸福 度 を 高め る 社会 づく り を 
進め る 。 
・ 科 学 の 振興 は 社会 経済 活動 や 教育 ・ 研 究 の 土台 
で あり 、8 つ の 政策 分 野 を 支え る 基盤 。 





・ 経 済 状況 は 





岩手 県 科学 技術 イノ ベー ショ 


e 温 室 効 果 ガ ス (GHG) 排出 削減 

食料 の 増産 や ロス の 削減 

高齢 化 に 伴う 社会 コス ト の 抑制 

e 国際 的 な 競争 の 激化 持続 可能 な 産業 化 の 推進 

e 富 の 集中 や 地域 間 の 不平 等 富 の 再 配分 や 地域 間 の 格差 是正 
ToT、 ロ ボッ ト 、 人 工 知能 (AI) 、 ビ ピッ グ デ ー タ 等 の 先 映 技 術 を 


ルル に ) 産業 や 社会 生活 に 取り 入 
に と ゴ と だ さく SH に 対語 じ た だ モジ や サー ビス を 提供 


e エネ ルギー の 需要 増加 
食料 0 需要 增加 
< 寿命 延伸 、 高 郊 化 


経済 発展 と 社会 的 課題 の 解決 を 両立 


一 
ES 
ュ ン 


ヽ へ NHIH mL 
， 荡 贬 译 曾 


、 県 内 総 生産 、 製 造 品 出荷 額 と も 増加 か ら 横 ば い 傾向 


・ 研 究 開発 状況 に つい て は 、 人 研究 開発 型 企業 数 は 全国 と 比べ 少な い 


・I LC 実現 に 向け た 受入 れ 体 制 の 整備 が 進む 


ll これ まで の 成果 と 課題 


【 成 果 】 
・ 持 続 的 な イノ ベー ショ ン の 創出 に 


向け て 産学 官 が 連携 し 共同 研究 を 推進 する な か で 、 分 


子 接合 技術 を 





は じ め オ リ ジ ナ リティ の 高い 研究 成果 の 実用 化 が 進む 


・ 積 極 的 に 事業 展開 を 行う 研究 開発 型 の ベン チャ ー 企 業 の 動き が 見 られ 、 今 後 、 


で 新た な 産業 集積 が 期待 され る 
【课题 】 





ライ フサ イエ ンス 分 野 


・ 研 究 開発 型 企業 や 販売 力 の 強い 企業 が 全国 に 比べ 少な く 、 新 た な 付加 価値 を 創出 する 基盤 を 強化 し て 


いく こと が 引き 続き 必要 








・ 今 後 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン は 、 か つて の 産業 、 経 済 の 視点 だ け で は な く 、 生 活 全般 を カバ ー し て お り 、 社 


会 の ニー ズ に 広く 適用 し て いく 視点 も 求め られ る 


ン 指 針 の 構成 





【 い わ て 県 民 計 画 (2019 こ 2028) に お ける 基本 目標 】 
東日本 大 岩 災 津波 の 経験 に 基づき 、 引 き 続き 復興 に 取り 組み な が ら 、 お 互い に 幸福 を 守り 育て る 


希望 卿 いわ て 








【 科 学 技術 の 基本 目標 】 


「 お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て 」 の 実現 に 向け 、 岩手 の 人 、 岩手 の 大 地 が イノ ベー ショ ン の 


源泉 と な り 、 神 





IV 目標 実現 に 向け た 戦略 


[会 の 新た な 価値 を 生み 出し 、 そ れ を 人 





[会 に 還元 し て いき ます 





Society 5.0 の 目指 す 超 スマ ー ト 社会 を 支え る 技術 を あら ゆる 場面 で 活用 し て いき な が ら 、 イ ノ ベ ー シ ョ 


ン を 展開 
【 イ ノ ベ ー シ ョ ン 戦 略 】 
戦略 1 人 材 育成 ・ 定 着 


・ 次 代 の 研究 開発 を 担う 人 材 の 育成 
・ 科 学 技術 に 係る 普及 啓発 
・ 科 学 技術 を 担う 人 材 の 定着 等 





戦略 資金 支援 
・ 研 究 ス テー ジ に 応じ た 資金 支援 


・ 競 争 的 外部 資金 の 獲得 支援 
・ フ ァ ン ド 等 に よる 資金 支援 等 


【 数 値 目標 】 
・ 研 究 開発 型 企業 数 : 累计 400 社 (2019 年 度 か ら ) 
・ 競 争 的 外部 資金 獲得 金額 : 毎年 17 億 円 
・ 産 学 官 金 共同 研究 数 : 310 件 (2028 年 度 ) 


【 科 学 技術 の 展開 が 期待 され る 分 野 】 
経済 面 回 





・ 次 世代 も の づく り ・ ラ イフ サイ エン ス 
・ 加 速 器 関連 ・ 環 境 ・ エ ネル ギー 
・ 農 林 水 産業 高度 化 ・ 伝 統 産業 高度 化 


※ 白 抜き の 数 字 は 、 い わ て 県 民 計画 (2019~2028) の 

















戦略 イノ ベー ショ ン 環 境 強化 





・ 知 財 の 創造 ・ 保 護 ・ 活 用 支援 体制 の 強化 
・ オ ー プ ン イ ノ ベ ー シ ョ ン の 仕組 構築 
・Society5. 0 の 実現 に 向け た 体制 構築 等 


戦略 TV 産学 官 金 連 携 
・ 産 学 官 金 コ ー デ ィ ネ ー ト 活動 の 推進 


・ 異 分 野 連携 の 推進 
・ 県 内 外 の ネッ トワ ー ク と の 連携 推進 等 








・ 特 許 等 出願 件 数 : 500 件 (2028 年 度 ) 
・ 競争 的 外部 資金 獲得 件 数 : 毎年 64 件 





文化 生活 面 





・ 文 化 ス ポー ツ 回回 
・ 教 育男 
・ 自 然 環境 回 


` 生活 环境 团 
:安全 国 


分 野 と の 対応 を 示す 。 











园 亿 束 人 有 & 加 家族 子育て 、 町 教育 、 居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 、 玉 安全 、 賠 仕事 収入 、 回 歴史 文化 、 回 自然 
































样式 1 








いわ て 未来 づく り 機構 新しい 三陸 創造 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計 画 


テー マ : 大 規模 イベ ント を 契機 と し た 三陸 地域 の 持続 的 な 振興 





座長 : 高橋 則 仁 担当 団体 : 岩手 県 











報告 要旨 

三陸 防災 復興 アデ ロジ ェクト 2019 及 び ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019" 釜 石 開催 並び に 東京 2020 

1 ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 は 、 三 陸地 域 の 多様 な 魅力 を 国内 外 に 発信 する と と も 
、 東 日 本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 に 取り 組む 地域 の 姿 や 、 支 援 に 対す る 感謝 の 気持 ち を 伝え 、 

。， ng ンス で ある 。 
この こと か ら 、 こ れ ら 大 規模 イベ ント の 成功 に 向け た 取組 等 を 推進 し 、 開 催 後 も その 成果 を 

三陸 地域 の 振興 等 に つなげ る 。 



































































































































1 . 平成 30 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ ッ ト )  - 
平成 30 年 9 月 26 晶 | 新しい 三陸 創造 作業 部 会 開催 
| ・ 各 イベ ント 等 の 進捗 状況 

・ 各 主体 に 期待 する 役割 

・ 各 イベ ント 等 を 生か し た 三陸 の 地域 振興 






















































































2. 平成 30 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 


平成 30 年 度 活動 計画 " 平成 30 年 度 活動 状況 ・ 成 果 ・ 課 題 
(1 ) 三陸 防災 復興 プロ ジェ | 〇 県 内 向け プレ イベ ント の 開催 
クト 2019 の 成功 に 向け た 取 | 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 プ レイ ベン ト を 開催 (8/18) し 、 
組 (三陸 防災 復興 プロ ジェ | 知事 と 高校 生 に よる 「 プ ロジ ェクト 実施 宣言 」 等 を 発信 
クト 2019 実 行 委員 会 の 取 | 〇 県 外向 け プ レイ ベン ト の 開催 
B) | ツー リズ ム EXPO ジ ャ パン 2018 に 出展 (9/20-23) し 、 三 陸 防 災 
| 復興 プロ ジェ クト 2019 の 概要 や 三陸 地域 の 魅力 に つい て 紹介 
| 〇 運営 計画 の 決定 
| 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 実 行 委員 会 (会: 
| いて 決定 
| 〇 広報 の 展開 
| 専用 ホー ムペ ー ジ 、SNS、 チ ラ シ に よる 情報 発信 等 
(2) ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ | 〇 大 会 機運 の 醸成 
プ 2019" 釜 石 開催 の 成功 に | 1 年 前 イベ ント 等 の 開催 、 県 内 外 イ ベン ト の PR ブー ス の 出展 、 
向け た 取組 (ラグ ビー ワー | 特設 HP 等 に よる 情報 発信 等 
ルド カッ プ 2019 釜 石 開催 実 | 〇 観光 客 の 受入 態勢 の 構築 
行 委員 会 の 取組 ) | 大 会 公式 ボラ ンティア の 募集 、 大 型 都市 装飾 の 実施 、 外 国人 お 
| も て な し 研修 の 実施 等 
| 〇 観客 等 の 円 滑 な 輸送 の 確保 
| 交通 輸送 実施 計画 の 作成 、 パ ー ク & ラ イド 駐車 場 や バス 乗降 場 
| 等 の 確保 等 
| 〇 警備 ・ 防 災 ・ 医 療 救護 な どの 安全 安心 の 確保 
| 警備 計画 の 作成 、 避 難 路 、 避 難 方 法 の 検討 等 










































エエ 3 



































良く 
































: 知事 ) に お 


中 

































































































































































































































































(3 ) 東京 2020 オ リン ピッ 〇 ホス ト タ ウ ン 登 録 、 交 流 事業 の 取組 支援 
ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 | 復興 「 あ り が と う 」 ホ スト タウ ン の 登録 (沿岸 で は 7 市 町 村 ) 
会 の 機運 醸成 等 の 取組 や 、 ホ スト タウ ン が 実施 する 各種 事業 の 取組 支援 
|1O オ リン ピッ ク デ ー・ フ ェ ス タ の 実施 ※JOC と 連携 
| スポ ー ツ プロ グラ ム の 体験 を 通じ て 、 県 民 と オリ ン ピ ア ン が ふ 
| れ あ う 機 会 を 提供 
| 〇 未来 へ の 道 1, 000 キ ロ 横 断 マ ラ ソ ン の 実施 ※ 東 京都 と 連携 
| 東日本 大 震 災 津波 の 被災 地 を ラン ニン グ と 自転 車 で つなぐ リ 
| レー を 開催 


3 . 今後 の 活動 方 針 ・ 予定 
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様々 な 主体 の 参画 ・ 連 携 の 下 、 開 催 機 運 の 醸成 及び 周知 活動 を 展開 し 、 各 イベ ント の 成功 

に 向け て 取り 組む 。 ま た 、 各 イベ ント の 成果 を 踏ま え 、 持 続 的 な 三陸 地域 の 振興 の 推進 に 向 
け て 検討 し て いく 。 

(2) 活動 予定 

ア 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 の 成功 に 向け た 取組 (実行 委員 会 の 取組 ) 

期間: 6 月 1 日 て 8 月 7 日 、 会 場 : 三陸 沿岸 ] 



































〇 情報 発信 の 取組 
TV、 ラ ジオ 、 新 聞 、 雑 誌 、 交 通 広告 、SNS、 動 画 な ど あ ら ゆ る ツー ル を 活用 し て 情 
報 発信 を 図る と と も に 、 企 業 等 の 支援 に よる 情報 発信 を 展開 
〇 6 月 1 日 の オ ー プ ニン グイ ベン ト を 約 700 人 の 来場 の も と 、 和 釜石 市 で 開催 。 今 後 、 
プロ ジェ クト 計画 事業 を 順次 実施 
イ ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019" 釜 石 開催 の 成功 に 向け た 取組 (実行 委員 会 の 取組 ) 
[期日 : 9 月 25 日 、10 月 13 日 、 会 場 : 釜石 鵜 住居 復興 スタ ジア ム ] 
〇 大 会 本 番 に お ける 賑わい の 創出 
・ 大 会 情報 や 関連 イベ ント 情報 、 観 光 情 報 な ど を 特設 HP で 発信 
・ 開 催 100 日 前 (6/16) ・50 日 前 (8 月 上 旬 ) 、 日 本 代表 戦 に 合わ せ た イ 人 パ " ツ を 実施 (7/27) 
〇 観客 等 の 受入 態勢 の 構築 
・ フ ァ ン ゾー ン ( 移 石 市 民 ホ ー ル ) に お ける 県 内 各地 の 特産 品 等 の 提供 、 全 試合 パブ 
リッ クビ ュー イン グ の 実施 、 復 興 情報 の 発信 (9 月 20 日 か ら 10 月 13 日 まで の 毎日 、 
10/19 以 降 の 土日 な ど 計 30 日 間 ) 
・ 県 内 市 町 村 と 連携 し た 地元 の 既存 イベ ント 等 に お ける パブ リッ クビ ュー イン グ ( ラ 
グ ビ ー の 試合 放映 ) の 実施 
〇 観客 等 の 円 滑 な 輸送 の 確保 及び 警備 ・ 防 災 ・ 医 療 救 護 な ど 安 全 安 心 の 確保 
ウ 東京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 の 機運 醸成 等 の 取組 
〇 ホス ト タ ツ ウン 登録 、 事 前 キャ ンプ 診 致 、 交 流 事業 の 取組 支援 
市 町 村 の 大 使 館 訪問 、 交 流 計 画 作成 等 及び ホス ト タ ウ ン と の 交流 事業 の 取組 を 支援 
〇 オリ ン ピ ッ ク 和 聖火 リレー、 パラリンピック 聖火 フェ ステ ィ バ ル の 実施 に 向け た 準備 
〇 旧 国 立 競技 場 炉 火 台 の 常設 ・ 巡 回 展示 
県 営 運動 公園 陸上 競技 場 で の 常設 展示 及び 「 三 陸 防 災 復 興 プ ロジ ェクト 2019」 に お 
ける 巡回 展示 を 実施 
〇  「 復 興 の 火 」 展 示 
復興 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク の 観点 か ら 、 聖 火 リ レー の 開催 に 先立ち ギリ シ 
ャ で 採火 し た 火 を 「 三 陸 鉄 道 」、「SL 銀 河 」、 大 船渡 市 の イベ ント で 展示 
〇 オリ ン ピ ッ ク デ ー・ フ ェ ス タ の 実施 ※〕 了 JOC と 連携 
〇 未来 へ の 道 1, 000 キ ロ 縦 断 マ ラ ソ ン の 実施 ※ 東 京都 と 連携 
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三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 に つい て 








2019 年 は 、 三陸 鉄道 が 久慈 か ら 盛 まで つなが る ほか 、 東 日 本 大 震 災 津波 伝承 館 の 
開館 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019TM の 釜石 市 開催 な ど 、 三陸 地域 が 国内 外 か ら 大 き な 
注目 を 集め る チャ ンス の 年 で す 。 














この 2019 年 上 期 に 、 広域 的 ・ 総 合 的 な 防災 復興 行事 で ある 「 三 陸 防 災 復 興 プ ロジ ェ 
クト 2019」 を 開催 する こと に より 、 復興 に 力強く 取り 組ん で いる 地域 の 姿 を 発信 し 、 東 日 
RE と と も に 

こ は 、 被災 県 と し て 東日本 大 震 災 津波 の 記憶 と 教訓 を 伝え 、 国内 外 の 防災 力 向上 
Pe と 、 ま た 、 三 陸地 域 の 多様 な 魅力 の 国内 外 へ の 発信 と 交流 の 活発 化 に 
より 、 新 し い 三陸 の 創造 に つなげ て いこ うと する も の で す 。 


中 事業 展開 の 基本 コン セプト 


三 了 時 が つなが る 。 日 本 各地 や 世界 と つなが る 。 ひ と つ に な っ て 更に 前 に 進む 。 
※ 復 旧 や 復興 の 取組 を 通し て 培 わ れ て きた 、 人 と 人 、 地域 と 地域 の つなが りや 絆 


Ne2 三陸 防災 復興 シン ポジ ウム 2019 


Ne13 三陸 防災 復興 展示 会 
No21 いわ て 三陸 学び の 旅 





























防災 の 啓 
発 と 伝承 


Ne1 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 オー プ ニ ン グセ レモ ニー 
No3 オー ル い わ て ・ 祭 り イ ベン ト 

No5 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 クロ ー ジ ング セレ モニ ー 
Ne6 LINK SANRIKU 情報 ステ ーション 

No10 ホタテ モザ イク アー ト 「 あ り が と う 上 躍 画 」 


No4 さん りく < 音楽 祭 2019 

No14 さん りく 文化 芸術 祭 2019 

Ne17 さん りく 絆 スポ ー ツ フェ スタ 

Ne18 三陸 応援 団 元気 お 届け キャ ラバ ン 


復興 の 現 
状 の 発信 
と 支援 へ 
の 感谢 


つなが り ・ 
関係 の 
強 化 


No7 いわ て HAMA-MESHI プ ロジ ェクト 

Ne9 「 美 味 え が す と 三陸 一 Gastronomy SANRIKU- 構 想 」 
Ne11 三陸 ジオ パー ク ワク ワク フェ スタ 

No12 三陸 ジオ パー ク フォ トロ ゲイ ニン グフ ェ ス ティ バル 
No20 三陸 お 土産 品 プ ロモ ーション 大 作戦 


Ne8 三陸 ステ ーション ガー デン プロ ジェ クト 

No15 三陸 プレ ミア ムラ ンチ 列車 

Ne16 三陸 鉄道 一 員 運 行 記念 「 三 陸 縦 断 夜行 列車 」 
Ne19 “復興 の 今 " 学 習 列車 


Ne22 いわ て 三陸 ドラ イブ ツー リズ ム 
機運 醸成 、 参 加 意欲 の 向上 、 誘 客 促進 に つなが る 情報 発信 


広報 の 展開 
展 等 ) 


(HP、SNS、 広 報 誌 、 テ レビ 、 ラ ジオ 、 新 聞 、 交 通 広告 、 各 種 イ ベン ト 出 
適切 な 交通 アク セス ・ 宿 泊 情報 の 提供 


会 期中 の 交通 利便 性 を 高め る 取組 の 実現 
適切 な 警備 安全 対策 の 実施 


人 スー |SuqoSS き は の 局 軸 酒 器 吐 違 


交通 輸送 ・ 宿 
泊 ・ 警 備 安全 
対策 


ーー フー エーーー ee 一 [一 一 


、 国内 外 か ら の 復興 へ の 支援 に 対す る 感謝 を 示し 、 





を 財産 と し な が ら 、 


画 事 業 実施 を 契機 と し た お も て な し 体制 の 充実 





I 目指 す 姿 


QD 東日本 大 岩 災 津波 の 記憶 と 記録 の 発信 に よる 震 災 の 風化 防止 と 、 防 災 に 対す る 知識 と 経験 の 共有 
に よる 国内 外 の 防災 力 向 上 へ の 貢献 。 

② 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 を 機 に 「 再 び 訪 れ た い 」「 再 び 味 わい た い 」 三 陸 が 形成 され 、 交 流 人 

の 拡大 と 地域 経済 の 活性 化 が 図ら れる 。 


復興 の 取組 、 防 災 に 関す る 知識 と 経験 
の 発信 









画 震 災 の 風化 防止 
田 国 内 外 の 防災 力 向 上 へ の 貢献 
画 復 興 の 今 に 対す る 関心 や 支援 気運 の 高まり 
画 「 再 び 訪 れ た い 」「 再 び 味わい た い 」 三 陸 の 形成 


戸 


三陸 の 魅力 を 伝え る 多彩 な 事業 の 実施 





















、 様 々 な つなが り を 更に 発展 させ て いく こと を 基本 コン セプト と する 。 
> 今後 の 展開 方 向 ] 
(県 次 期 総合 計画 で の 展開 の 方 向 性 ) 
復興 推進 プラ ン や 三陸 ゾー ンプ ロジ ェクト な ど 、 県 の 
次 期 総 合計 画 で の 政策 に つなげ て いく 。 


持続 的 に 復興 や 地域 課題 の 解決 に 取り 組ん で いく と と も に 








一 東 日 本 大 岩 災 の 事実 の 発信 に よる 風化 防止 
一 復 興 の 今 に 対 する 関心 や 支援 機運 の 高まり 
一 支 援 に 対す る 感謝 の 気持 ちの 発信 
一 国 内 外 の 防災 意識 の 向上 

画 次 代 を 担う 若者 へ の 防災 意識 の 継承 








(1) 未 来 の た め の 伝 承 ・ 発 信 
・ 教 訓 を 確実 に 伝承 し て いく た め 、 教訓 を 取り まとめ 提 
と し て 発信 


・ 震 災 当 


子 習 列車 等 の 体験 学習 な ど に よる 復興 教育 の 推進 
三陸 防災 復興 ゾー ンプ ロジ ェクト 


(1)「 防 災 」 で 世界 と つなが る 三陸 
東日本 大 震 災 津波 の 教訓 や 復興 の 姿 の 発信 、 復 興 ツ ー 
リズ ム の 推進 な ど に よる 、 世界 の 防災 力 向 上 へ の 頁 献 
(2) 多様 な 交通 ネッ トワ ー ク で 国内 外 と つなが る 三陸 
三陸 鉄道 、 復 興 道路 や フェ リー 航路 な どの 交通 ネッ トワ ー ク 
を 生か し た 国内 外 の 誘客 促進 、 交 流 の 拡大 
(3) ジ オ パ ー ク で 世界 と つなが る 三陸 
世界 ジオ パー ク 認 定 を 見 据え た 、 ジ オ パ ー ク 活動 の 推 
(4) 世界 に 誇れる 食 や スポ ー ツ で つなが る 三陸 
・ 食 材 や 食 文 化 を 活用 し た フー ド ツ ー リ ズム の 推進 
MM こ 誇れる 食 の 町 の 形成 に 向け た 取組 の 推進 
9 然 環境 を 活用 し た スポ ー の ピン 出 支援 
ゃ 、 スポ ー ツ ツー リズ ム の 推進 に よる 交流 の 活性 化 


五 文化 ・ ス ポー ツレ ガ シ ー プ ロジ ェクト 


(1) 各 地 に お ける 特色 ある 文化 芸術 活動 の 推進 
特色 ある 文化 芸術 活動 の 促進 と 活発 な 活動 が 行わ れる 
環境 の 整備 、 文化 芸術 活動 を 担う 人 材 育 成 


NS ツ に 関す る 特色 ある 活動 の 推進 
村 と の 連携 NN 徴 を 生か し た 特色 ある 
\ー ツ 拠点 形成 に 向け た 取組 の 推進 





















































画 復興 支援 で 生ま れ た つなが り の 更 な る 強化 
田地 域 コ ミュ ニテ ィ の 形成 支援 


田 次 代 を 担う 若者 の 参画 に よる 地域 振興 の 取組 
の 継承 













































































画 三 陸 な ら で は の 食 や 観光 情報 の 発信 を 通じ た 
認知 度 の 向上 に よる 三陸 地域 へ の 誘客 の 促進 
画 三 時 ジオ バー ク 、 三 陸 鉄 道 な どの 魅力 を 伝え る 
新た な 観光 コン テン ツ の 創出 や 、 三 陸自 動車 道 
な どの 新た な 交通 ネッ トワ ー ク を 活用 し た 周遊 旅 

行商 品 の 造成 等 に よる 集客 力 の 向上 


画 三 陸 の 食材 を 使用 し た 新た な メニ ュー 開発 ・ 提 
供 に よる 三陸 の 食 の 魅力 向上 




















進 




















































































































一 復 興 の 現状 の 発信 に よる 、 三 陸 の 今 
関心 の 高まり 

一個 別 事業 情報 の 発信 と 関連 付け た 三陸 の 魅力 
発信 に よる 、 観光 地 と し て の 集客 力 の 向上 


に 対す る 


























































4 年 に 一 度 じ ゃ な い 。 


ONCE IN A LIFETIME 








大 会 概要 / 釜 石 会 場 で の 試合 日 程 等 


(1) 大 会 概要 
期間 2019 年 9 月 20 日 ( 金 )<11 月 2 日 ( 土 ) [44 日 間 ] 


会 場 札幌 市 / 岩 手 県 ・ 釜 石 市 / 埼 玉 県 ・ 熊 谷 市 / の 神奈 川 県 ・ 横 浜 市 / 静 岡 県 / 愛 知 県 ・ 豊 田 市 / 





大 阪 府 ・ 東 大 阪 市 神戸 市 福岡 県 ・ 福 岡市 / 熊 ・ 熊 本 市 / 大 分 県 [全国 12 都市 ] 
区 石 鵜 住居 復興 スタ ジア ム 試 合 日 程 
2 20199. 25 Wednesday SR] PE 


(ウル グ ア イ ) 


< 大 会 機運 の 醸成 > 





(1) イベ ント 開催 (500 日 前 、1 年 前 イベ ント 等 ) (2) P R ブ ー ス の 出展 及び 情報 発信 


(3) 特設 ホー ムペ ー ジ 「 い わ て ・ か まい し ラグ ビー 情報 」 開 設 
(4) 独自 ボラ ンティア 「 い わ て ・ か まい し ラグ ビー 応援 団 」 の 募集 


く < 観客 等 の 受入 態勢 の 構築 > 
(1) 大 会 公式 ボラ ンティア の 募集 (2) 外国 人 お も て な し 研修 会 の 開催 
(3) 「 都 市 装飾 計画 書 ( 案 ) 」 作成 、 大 型 都市 装飾 の 実施 作成 
(4) 「 フ ァ ン ゾー ン 運 営 計 画 書 ( 案 ) 」 作成 


く 観客 等 の 円 滑 な 輸送 の 確保 > 





(1) 「 交 通 輸送 実施 計画 ( 案 ) 」 作成 (2) パー ク & ラ イド 駐車 場 や バス 乗降 場 等 の 確保 


(3) バス 車両 の 確保 や 鉄道 の 増便 ・ 増 結 要 請 な どの 輸送 力 の 確保 


く 警 備 ・ 防 災 ・ 医 療 な ど 安 全 安心 の 確保 > 
(1) 「 ラ スト マイ ル 、 観 客 輸送 警備 計画 ( 案 ) 」「 フ ァ ン ゾー ン 警 備 計画 ( 案 ) 」 作 成 





(2) 関係 機関 と 連携 し た 避難 路 、 訂 難 方 法 の 検討 (3) 医 療 体制 構築 に 向け た 医師 、 看 護 師 確保 


4 大 会 レガ シー の 創出 





ラグ ビー ワー ルド カッ ププ 釜石 開催 を 記念 し た メモ リア ルイ ベン ト の 開催 


が 
イ ラグ ビー の 聖地 と し て 釜石 鵜 住居 復興 スタ ジア ム 及 び 周 辺 施設 を 活用 し た スポ ー ツ 大 会 や 合宿 の 誘致 
ワウ 


低 石 開催 出場 国 や ニュ ー ジ ー ラ ンド と の ラグ ビー を 主軸 と し た 国際 交流 の 加速 化 
工 ボラ ンティア な ど 大 会 参画 を 通じ て 得 ら れ た ノウ ハウ 等 の 活用 を 誘導 
オ 大 会 を 契機 と し た 観光 イン フラ 整備 に よる 観光 振興 な ど 地 域 活性 化 の 展開 





ー ラ ンド 高校 生 と の 交 < 流 (2018 年 度 实施 )] 【 独 自 ボ ラン ティ ア の 活動 の 様子 】 


ー 生 に 一 度 だ 。 ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019™ (9 岩手 ・ 茎 石 開催 に つい て 9) Ts 


201910.13 sy 


FIJIVURUGUAY 上 2 NAMIBIA v CANADAf 





【 外 国人 お も て な し に 係る 取組 








令 和 元 年 5 月 17 日 ( 金 ) 















(3) 公認 チー ムキ ャ ンプ 地 


盛岡 市 : ナミ ビア ノ 北 上 市 : ウル グ ア イ ノ 其 石 市 : ウル グ ア イ 、 カ ナダ ノ 宮 古市 : フィ ジー、 ナ ミ ビ ア 


(4) 区 石 鵜 住居 復興 スタ ジア ム (整備 主体 : 釜石 市 ) 


名 称 釜石 事 住 居 復 興 ス タ ジ ア ム ( 常 設 部 分 は 2018 年 7 月 完成 ) 
座席 数 16,000 席 (常設 6,000 席 、 仮 設 10.000 席 ) 
※ 仮 設 ス タン ド 10,000 席 、 仮 設 ト イレ 等 は 2019 年 6 月 末 完 成 に 向け 整備 中 


(5) バ パシフィック ・ ネ ーション ズ カ ッ プ 2019 日 本 代表 v フィ ジー 代表 


ワー ルド ラグ ビー 及び 日 本 ラグ ビー フッ ト ボ ー ル 協会 が 主催 する パシ フィ ッ ク ・ ネ ーション ズ カ ッ プ 2019 の 試 


合 が 釜石 鵜 住居 復興 スタ ジア ム で 開催 され る こと が 決定 。 大 会 本 番 に 向け 、 交 通 輸送 や 防災 対策 、 フ ァ ン ゾー ン 等 


の 各種 テス ト を 実施 予定 。 
日 時 2019 年 7 月 27 日 ( 土 ) 14 時 50 分 キッ クオ フ 
カー ド 日 本 代表 対 フィ ジー 代表 


3 大 会 開催 に 向け た 主 な 取組 


く 国内 外 へ の 復興 の 姿 の 発信 > 
(1) 試合 開始 前 セレ モニ ー の 効果 的 な 実施 
(2) 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019 と 連携 し た 復興 支援 へ の 感謝 と 復興 情報 の 発信 
(3) オリ ン ピ ビック ・ パ ラリ ン ピ ッ クイ ベン ト 等 で の 復興 の 姿 の 発信 





く 賑わい の 創出 と 観客 等 の 円 滑 な 受入 > 
(1) 开幕 100 日 前 、50 日 前 な どの 節目 ご と の 効果 的 な 盛り 上 げ イ ベン ト の 実施 
(2) 釜石 開催 の PR 及び リピ ー タ ー AE ト 等 な ど に よる 都市 装飾 の 実施 
(3) 大 会 公式 ファ ン ゾ ー ン の 開設 ・ 運 営 (9/20<11/2 の うち 、30 日 間 ) 


く 観客 等 の 円 滑 な 輸送 と 安全 安心 の 確保 > 
(1) 交通 渋滞 回 避 の た め の 、 観 客 、 地 域 住 民 等 へ の 徹底 し た 事前 周知 の 実施 
(2) ライ ナー バス や シャ トル バス に よる 確実 か つづ 円滑 な 観客 等 の 輸送 の 実施 
(3) 警察 等 と 連携 し た 雑踏 警備 等 の 実施 (4) 災害 時 の 安全 か つづ 円 滑 な 避難 誘導 の 実施 
(5) 医師 会 等 と 連携 し た 観客 用 医療 救護 所 の 設置 











く 市 町 村 等 と の 連携 に よる 地域 経済 の 活性 化 > 
(1) 試合 会 場 及び ファ ン ゾ ー ン で の 県 産品 等 の 積極 的 な 販売 

(2) 市 町 村 に お ける パブ リッ クビ ュー イン グ を 核 と する イベ ント の 展開 

(3) 特設 ホー ムペ ー ジ や 総合 ガイ ドブ ッ ク (岩手 釜石 版 ) に よる 観光 ・ 物 産 情 報 の 発信 

(4) 海外 メデ ィ ア の 事前 招請 ぶな ど に よる 情報 発信 を 通じ た 県 内 へ の 誘客 促進 

(5) 県 内 長期 滞在 ・ 周 遊 へ 向け 、 い わ て 観光 キヤ ン ペ ー ン 推進 協議 会 と 連携 し た 大 会 期間 中 の 
旅行 商品 の 造成 促進 
今後 の 主 な 予定 
2019.5.18~ 第 三次 一 般 先 着 販売 
2019.7 .27 16,000 席 で の テス トイ ベン ト (PNC2019 日 本 代表 対 フィ ジー 代表 ) 
2019.8 月 ~ 最終 一 般 先着 販売 、 開 幕 50 日 前 イベ ント 

2019.8 月 て シテ ィ ド レッ シン グ (都市 装飾 ) の 開始 

2019.9.25 フィ ジー 対 ウル グ ア イ 

2019.10.13 ナミ ビア 对 カナ ダ 

























※ 大 会 期間 中 の うち 30 日 間 フ ァ ン ゾー 
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東京 2020 オリ ン ピ ッ ク パラリンピック 競技 大 会 に 向け た 取組 状況 に つい て 


(2) 機運 醸成 イベ ント 等 の 平成 30 年 度 実績 





1 「 聖 火 り リレー」 及び 「 復 興 の 火 」 に つい て ア 東京 2020 大 会 2 年 前 イベ ント 「 い わ て SPORTS POWER プロ ジェ クト 2018」 


(1) 


尹 


加 图 


(2) 


(3) 


7 


「 復 興 五 輪 ] を 理念 に 掲げ る 東京 2020 大 会 の 県 内 機運 醸成 の た め 、 組 織 委員 会 と の 共催 に より 、 


京 2020 オリ ン ピ ッ ク 聖 火 リ レー に つい て (2020 年 6 月 17 日 て 19 日 
東京 リン ピッ ク 聖 火 リ て ( 年 6 月 ) 年 前 イベ ント を 開催 


これ まで の 取組 状況 。 捧 口 ・ 平 選 
[東京 2020 オリ ン ピ ッ ク 聖 火 リレー 岩手 県 準備 委員 会 ] 設置 (平成 30 年 9 月 ) 2 
ーー REN ・ 来場 者 数 : 約 2 万 人 (同日 同 会 場 で 併催 の 「2108 スポ ー ツ フェ ステ ィ バ リル 」 を 含む 来場 者 数 ) 
・ ランナ ー 募 集 の 準備 ・ 主 な 内 容 : アス リー トト ー ク ショ ー、 東京 五輪 音頭 -2020- 披 露 
・ 各種 警備 計画 の 検討 等 東京 2020 大 会 マス コッ ト 「 ミ ライ トワ & ソ メイ ティ 」 に よる ステ ー ジ ほか 
リレー ルー ト 選 定 に 当たっ て の 考え 方 イ 未来 へ の 道 1000 km 縦断 リレー : 平成 30 年 7 ン 8 月 沿岸 市 町 村 を 縦断  ※ 東 京都 と 連携 
「 復 興 の 今 と 未来 へ の 決意 を オー ル 岩 手 で 発信 」 ウ オリ ン ピ ッ ク デ ー・ フ ェ ス タ : 平成 30 年 7~11 月 県 内 5 市 町 村 で 実施 ※〕0C と 連携 
今後 の 取組 工 いわ て スポ ー ツ フェ ステ ィ バ ル : オリ パラ 等 経済 界 協議 会 と 連携 し て 、 ホ スト タウ ン 市 町 村 参 
警備 計画 を 含め た 詳細 ルー ト 案 の 作成 ・ 提 出 (5 月 ) 加 の ホス ト タ ウ ン P R イ ベン ト の 実施 (平成 31 年 3 月 16 
・ 聖火 ラン ナー 募集 ・ 選 出 計 画 の 作成 ・ 提 出 ( ヶ ) 日 17 日 ) 
課題 (3) 今後 の 取組 
リレー 実施 に 係る 財源 の 確保 (沿道 及び セレ モーー 会 場 の 警備 費用 等 ア 東京 2020 大 会 1 年 前 イベ ント の 実施 (2019 年 7 月 27 日 へ 7 月 28 日) 
東京 2020 パラ リン ピッ ク 聖 火 リ レー (聖火 フェ ステ ィ バ ル ) に つい て イ 旧 国 立 競技 場 炉 火 台 の 岩手 県 到着 セレ モニ ー 及 び 常 設 ・ 錠 回 展示 
市 町 村 と 連携 し 、 幅 広く 実施 する 方 向 で 検討 中 ・ 期 間 : 2019 年 5 月 15 日 ご 7 月 16 日 
「 牧 興 の 火 」 に つい て (2020 年 3 月 22 日 >23 日 ) ・ 内 容 : 岩手 県 営 運動 公園 陸上 競技 場 で 行わ れる 岩手 県 高等 学校 総合 体育 大 会 開会 式 と 併せ て 岩手 県 到 
着 セ レモ ニー を 行う ほか 、「 三 陸 防 災 復 興 プ ロジ ェクト 2019」 、「JOC オ リン ピッ ク デ ー・ フ 
ge a 
RS CN ウ 未来 へ の 道 1000 Km 縦断 リレー : 平成 31 年 7 て 8 月 沿岸 市 町 村 を 縦断 。 ※ 東 京都 と 連携 
2 A RS 工 オリ ン ピ ッ ク デ ー・ フ ェ ス タ : 平成 31 年 7~8 月 県 内 5 市 町 村 で 実施 ※〕OC て 連携 


今後 の 取組 
市 町 村 、 三 陸 鉄 道 帆 太 び 〕 R 東 日 本 帳 等 の 関係 機関 と 具体 的 な 調整 を 図っ て いく 3 その 他 の 取組 に つい て 


2 ホス ト タ ウ ン を は じ め と する 機運 醸成 等 の 進捗 に つい て (1) 東京 2020 大 会 に お ける 食材 等 の 提供 に 向け た 取組 に つい て 





(1) 
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ア 官民 一 体 と な っ た 推進 体制 の 構築 


人 「 い わ て 東京 オリ ・ /和 を 設立 (H30.2) _ 
i 上 EO 新た に 花き 部 門 を 加え (H31.3) 、 官民 一 体 
[復興 『 あ り が と う 』 ホス ト タ ウ ン 」 6 市 2 町 1 村 イ GAP の 取組 推進 
(大 船 湯 市 、 花 巻 市 、 陸 前 高田 市 、 華 石 市 、 久 慈 市 、 野 田村 、 宮 古市 、 雪 石町 、 山 田町 ) ・ 岩手 県 版 GAP の 創設 (H29.9) や 、GAP 指 導体 制 の 強化 に より 、 生産 者 の G A P の 取組 を 推進 
共生 社会 ホス ト タ ウ ン 」 1 市 (遠野 市 ) 人 き 県 ブラ ンド 米 「 金 色 の 風 」 「 銀 河 の し ずく 」 の 産地 や 畜産 分 野 で G A P の 取組 が 活発 化 
加 现在 、 计 13 市 町 村 が 登録 (ホス ト タ ウ ン と 共生 社会 ホス ト タ ウ ン で 重複) ウ 農林 水産 物 の 魅力 発信 

※ 事 前 キャ ンプ は 4 市 が 決定 ・ 10C 公 式 夕食 会 (H29.12) や 政府 合同 庁舎 8 号館 食堂 (H30.9) で 被災 3 県 の 食材 を 活用 し 
主 な ホス ト タ ウ ン 事 業 た 料理 の 提供 
【 盛 岡市 】 水球 カナ ダ 代 表 と 日 本 代表 と の 男女 合同 合宿 (H30.6 ~8) ・ 東京 2020 大 会 へ 提供 可能 な 食材 を 県 H P で 紹介 
【 釜 石 市 】 オー スト ラリ ア 小 学生 と 地元 小学 生 と の ラグ ビー 交流 事業 (H30.9) 叶 東 京 2020 大 会 を 契機 と し 、 食 を 起点 と し た 地域 経済 活性 化 を 図る 
【 符 石町 ドイツ の パラ リン ピッ ク 金 メダ リス ト 講 演 会 (H30.10) (2) 地域 の 魅力 発信 
【花卷 市 】 高橋 英 煙 選手 (リオ オリ ン ピ ッ ク 陸 上 競技 競歩 出場 ) 講演 会 (H30.12) ア 「 三 陸 防 災 復 興 プ ロジ ェクト 2019」 (会 期 : 2019 年 6 月 1 日 8 月 7 日 ) 
【 替 石町 】 ドイ ツ 料 理 教室 (H31.1) ・ 岩手 県 の 三陸 地域 全体 を 舞台 と し 、 防 災 復 興 に 関す る シン ポジ ウム や 、 お 祭り ・ 音 楽 ・ 食 ・ 観 光 
【 野 田村 】 台湾 訪問 (友好 演奏 会 で 来 村 し た 楽団 と の 交流 等 ) (H31.1) な どの 多彩 お 事業 を 行い 、 復 興 に 力強く 取組 お 地域 の 姿 や ご 支援 へ の 感謝 を お 伝え する と と も に 、 
【 大 船渡 市 】 印西 市 と 共同 の アメ リカ 陸上 代表 チー ム に よる 陸上 クリ ニッ ク (H31.2) 東日本 大 震 災 津波 の 教訓 や 三陸 の 多様 な 魅力 を 国内 外 に 発信 
【 山 田町 】 山田 町 産 食材 を 活用 し た オラ ンダ 料理 教室 (H31.2) イ 東北 復興 プロ グラ ム へ の 参画 (組織 委員 会 主催 「 東 京 2020Nippon フェ ステ ィ バ ル 」 ) 


東京 2020 大 会 の 公式 文化 プロ グラ ム と し て 、 我 が 国 の 誇る 文化 を 国内 外 に 発信 


いわ て 未来 づく り 機 構 子育て 支援 作業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計 画 


テー マ : 母 と 子 だ け で は な く 家 族 全 体 を 支え る 岩手 版 ネ ウ ボ ラ の 開発 
座長 : 庄司 知恵 子 担当 団体 : 岩手 県 立 大 学 














報告 要旨 

平成 30 年 度 は 、 県 立 大 学 男 女 共同 参画 推進 セン ター の 協力 を 得 な が ら 、 育 児 と 仕事 の 両立 
に お いて 、 当 事 者 が 抱え て いる 課題 の 検討 を 行っ た 。 そ こ で 共有 され た 内 容 を も と に 、 シ ン 
ポジ ウム 「 育 児 と 仕事 の 両立 は いか に ! ! 納得 で きる 毎日 の た め に 一 や っ ぱり 上 難しい? 制度 
利用 の 本 音 の と ころ 一 」 を 実施 (12 月 7 日 ) し 、 好評 を 得 た 。 アンケー ト 結 果 よ り 、 企 業 に お 
ける 子育て 支援 の 雰囲気 づく り の 重要 性 が 見 えて きた こと か ら 、 令 和 元 年 度 は 、 企 業 の 子 育 
て 支援 整備 状況 の 確認 、 お よび 企業 に 対す る 子育て 支援 東 境 整備 の 重要 性 の 提示 に 焦点 を あ 
て た 活動 に 取り 組む こと と し た 。 
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平成 30 年 7 月 29 日 第 一 回 作業 部 会 開催 : 活動 指針 の 確認 、 平 成 30 年 度 活動 内 容 の 共有 

平成 30 年 9 月 11 日 県 大 男女 共同 参画 推進 セン ター I NS Pe 
両立 に お いて 当事者 が 抱え る 課題 に つい て の 検討 

平成 30 年 9 月 18 日 シン ポジ ウム 検討 会 シン ポジ ウム の 内 容 に つい て 検討 

平成 30 年 9 月 21 日 県 大 育休 中 教職 員 座 談 会 : 子育て と 仕事 の 両立 に お いて 抱え る 課題 
つい て の 検討 、 シ ン ポ ジウ ム の 内 容 に つい て 相談 


























平成 30 年 11 月 1 日 ファ ミリ ー サ ポー トモ セ ンター 検討 会 : 現状 と 課題 に つい て 検討 
平成 30 年 12 月 7 日 シン ポジ ウム : 「 育 児 と 仕事 の 両立 は いか に ! ! 納得 で きる 毎日 の た 




















こ < 一 や っ ぱり 難し い ? 制度 利用 の 本 音 の と ころ 一 」 















































平成 31 年 1 月 25 日 第 二 回 作業 部 会 : 平成 30 年 度 の 振 返 り 、 平 成 31 年 度 活動 予定 の 確認 
平成 31 年 2 月 12 日 イン ター ンシップ 検討 会 : 「 子 育て 支援 環境 が 整っ た 企業 に 特 化し た 





イン ター ンシップ 」 に つい て の 提案 
ファ ミリ ー サ ポー ト セ ンタ ー 検 討 会 : 学内 実施 に つい て の 検討 








平成 31 年 2 月 18 


上 








2. 平成 30 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 


本 平成 30 年 度 活動 計画 "| 平成 30 年 度 活動 状況 ・ 成 果 ・ 課 題 | 
① 子育て 支援 ニー ズ の 把 所 立 大 学 男女 共同 参画 推進 セン ター の ミー ティ ング の 
| 育て と 仕事 の 両立 に お いて 当事者 が 抱え る 課題 
に つい て 意見 交換 を 行い 、⑨ の シン ポジ ウム の 内 容 検 討 
に 生か し た 。 フ ァ ミ サポ セン ター の 機能 強化 の 重要 性 も 
見 えて きた が 、 そ の シス テム 作り に お いて は 課題 が 多々 
あり 、 今 年 度 も 検討 を 続け る 。 
② 県 全体 で の 課題 共有 | ④ 「 育 児 と 仕事 の 両立 は いか に ! ! 納得 で きる 毎日 の た 
< 一 や っ ぱり 難し い ? 制度 利用 の 本 音 の と ころ 一 」 と 
題し た シン ポジ ウム を 開催 し 、 好評 を 得 た 。 アンケー ト 
結果 より 、 企 業 に お ける 子育て 支援 の 雰囲気 づく り の 重 
要 性 を 確認 で きた 。 




































































































































































































































































2 平成 30 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 













































































ヨブ 、 ゴー クト ~ = に 和 ~ 
つい て 検討 | グ の 場 や マシ ン ポ ジウム を 通し て 、 子 育て と 仕事 の 両立 に 
| お いて 抱え る 課題 に つい て 検討 し た 。 








④ 次 世代 育成 | ⑨ 学生 に シン ポジ ウム へ の 参加 を 促し た が 、 参 加 者 は 少 

| な か っ た 。 ① を 通し て 見 えて きた 課題 か ら 、 次 世代 育成 

の 観点 に 立ち 、 学 生 に ファ ミリ ー サ ポー ト セ ンタ ー の 提 

供 会 員 と し て の 研修 の 場 に 参加 を し て も らい 、 子 育て と 
| 仕事 の 両立 に つい て 考え て も ら っ た 。 

| シン ポジ ウム の パネリスト と な っ て いた だ いた こと を 

| きっ か け に 、 ベア レン 醸造 所 様 が 「 イ クボ ス 宣 言 」 を 行 

っ た 。 また 、 い きい き 埋 手 支 援 財 団 様 が 、 機構 の 会 員 と 

し て 申請 を し 、 登 録 さ れ た 。 











































































































① 企業 に お ける 子育て 支援 の 雰囲気 づく 
② 企業 に お ける 子育て 支援 の 重要 性 に つい て の 理解 ・ 提 示 、 次 世代 育成 
イン ター ンシップ im 東北 に お ける 「 子 育て 支援 環境 が 整っ た 企業 に 特 化 し た イン ター ン シ 
ッ プ 」 の 実施 
シン ポジ ウム の 開催 (1 月 を 予定 ) 
③ 企業 に お ける 子育て 支援 整備 状況 に つい て の 調査 ・ 分 析 
イク ボス 宣言 ・ い わ て 子育て に 優し い 企 業 等 認証 ・ く る みん 企業 を 対象 と し た 調査 
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子育て 支援 作業 部 会 
平成 30 年 度 作業 の 振 り 返 り と 
人 








| 業 に お ける 子育て 支援 環境 整備 














シッ プ の 提供 
支援 





We ベア レン 醸造 所 

財団 の 会 員 加 入 の イク ボス 宣言 

SR 
の 開催 








作業 1 | 子育て 支援 環境 が 整っ た 企業 に 
特 化し た イン ター ンシップ | 


RN 
县 Wy 


が 会 た 太る 氷 た 学生 た デ 准 て と な 墓 の 大 層 dd ah G none 
た っ いて 考え て もらう くる みん ・ い わ て 子育て に や さ し い 企業 等 認証 取得 

登 震 団 等 づ くり を 7 个 
企 灶 /= 二 蕊 子 育 工 志 媒 隆 境 刻 束 傍 才 瑟 一 上 上 他 、 子 育て 支援 の 雰囲気 づく り を 頑張 っ て いる 企業 


| 全” 











東北 地域 イン ター ンシップ 情報 ボー タル サイ ト 


イン ター ンシップ in 東北 


Internship in TOHOKU 
www.tohoku-is.jp 
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作業 2 「 企 業 に お ける 子育て 支援 環境 整 
備 状況 に つい て の 調査 ( 仮 ) | 


『 い わ て 未来 づく り 機 構 岩手 県 へ の 就職 ・ 進 
(平成 3 1 年 2 月 ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 ) 
(平成 3 1 年 5 月 企業 へ の 聞き 取り より ) 














イク ボス 宣言 企業 
(87 社 : 令 和 元 年 5 月 15 日 現在 ) 


いわ て 子育て に や さ し い 企業 等 


認証 


第 一 段階 アン ケー ト 調 査 
育て 支援 環境 
(法定 + a ) 


・ 認証 ・ 宣 言 の 経緯 


取得 
全 加 仿 和 元 年 5 月 9 日 现在 ) 


くる みん ・ プ ラチ ナ く る みん 
于 (29 社 : 平 成 31 年 3 月 現在 ) 


(YD 22902 
等 々 


第 二 段階 : 聞き 取り 調査 


・ 面 白い 取り 組み を し て いる 


企業 を 対象 に 


・ 雰囲気 づく り の 重要 人 性 
EA Ay) 


企業 戦略 に 








等 々 











県 大 の 作業 と し て 検討 し て いる も の 

















作业 3 
男女 共同 参画 推進 セン ター 研修 会 
に A 「 男 性 の 育児 休業 」 に つい て の バ パ 補 チ ィ 2 カッ ショ ッ 
a (7 月 実施 予定 ) 






em = 


ED ys | or 谢 金 | 





























パネ リス ト (予定 ) 











民間 企業 県 職員 大 学 教員 











[0 bt | コメ ン テ ー タ ー 
ーー 堀江 淳 事务 局 长 
| 昌和 a 加 活动 信 辐 、 了 了 コー ディ ネー ター 
有 ブイ 
入 社会 福祉 学部 菅野 道生 准 教授 
WEEN 





「 フ ァ ミ リー サポ ー ト セン ター 機能 の 
強化 と 次 世代 育成 ・ キ ャ リア 教育 」 ( 案 ) 

















イン ター ンシップ in 東北 特別 2 ログ ラム 
子育て 支援 環境 が 整っ だ 企業 
に 特 化 イ ンタ ー ン シッ プ 


みな さん は 将来 結婚 し て 子供 を 授かっ て 、 
子育て を し な が ら 仕 事 を する (か も ) ! 
「 家 族 を 持ち な が ら 働 く こ と 」 っ て と て も 大 変 な の で す 。 
まだ イメ ー ジ が わか な いか も し れ ま せん 。 
で も 10 年 後 ? 20 年 後 に は 多く の 人 に そう いう 
人 生 の 転機 が 訪れ ます 。 


岩手 に は 家族 を 持ち な が ら 働 く 事 を 支援 し て いる 
優良 企業 が あり ます 。 
つま り 、 職 場 環境 が 良く 、 福 利 厚生 が し っ か り し て いて 
長く 働け る 企業 で す 。 
そん な 企業 を ビ ピック アッ プ し た イン ター ンシップ で す 。 


どん な イン ター ンシップ ? ? ? 
通常 の 職場 体験 に 加え て … 


① 子 育て や 女性 活躍 支援 に 関す る 取り 組み 、 制 度 、 働 き や す さ 
の 紹介 〈 座 学 ) 


② 実 際 に 子育て を し て いる 社員 や 若手 社員 と 、 仕 事 や 生活 を 含め 
た 座談 会 等 


が 半日 程度 盛り 込ま れ て お り 、「 仕 事 」 に 加え て 、「 生 活 」 や 
「 人 生 」 に つい て も 考え る こと が 出来 る プロ グラ ム で す 。 


実施 予定 の 企業 は 3 杜 ! 
株 式 会 社 タ カヤ (建設 ・ 建 築 ) 





いわ て 子育て に や さ し い 企業 等 認証 取得 
いわ て 女性 活躍 企業 等 認定 取得 

いわ て 働き 方 改革 推進 運動 参加 宣言 企業 

いわ て 働き 方 改革 AWARD 2 0 1 8 エン トリ ー 


株 式 会 社 水 清 建 設 ( 建設 
ゝ = 

水 清 建設 

MIZUSEI KENSETSU 

厚生 労働 省 くる みん 認証 取得 


いわ て 働き 方 改革 推進 運動 参加 宣言 企業 
いわ て 働き 方 改革 AWARD 授賞 





厚生 労働 省 くる みん 認証 取得 

厚生 労働 省 える ぼ し 認定 取得 

いわ て 働き 方 改革 推進 運動 参加 宣言 企業 
いわ て 働き 方 改革 AWARD 授賞 


【 取 組 状 況 】 

産休 前 の 激励 会 、 育 休 復 帰 率 は 
100%、 時短 勤務 あり 、 出 産 祝 金 制 
度 、 子 育て 夫婦 社員 も 多い 、 復 職 後 
の 不安 解消 を 目的 と し た 育休 前 の 復 
帰 面談 、 会 社 全 体 の 会 議 (年 二 回 ) 
に 子供 同行 、 子 育て し や すい 雰囲気 
作り の 重視 等 


【 取 組 状況 】 

産休 から の 復帰 率 は 1009%、 小 学 
校 入 学 ま で の 短 時 間 勤 務 、30 分 単 
位 の 年 次 取得 、 子 の 看護 休暇 (5 
日 間 ) 、 年 次 と は 別 の ワー ク バ ラ 
ンス 休暇 、 忘 年 会 や 取引 企業 と の 
感謝 会 に 子供 同行 等 、 子 育て し や 
すい 雰囲気 作り に 取り 組ん で いる 。 


リコ ー ジ ヤバ ン 株 式 会 社 岩手 支社 ( プリ ンタ 製造 ・ 販 売 ) 


【 取 組 状況 】 

女子 会 の 活動 (地域 、 社 会 責 献 活 
動 ) 、ES 向上 委員 会 で 有給 取得 率 
55% を 目指 す 取り 組み 、 フ ァ ミ 

リー デー 有 、 残 業 は 年 間 平 均 5h、 
時 間 単 位 年 次 取得 、 育 休 中 に 復帰 
後 の た め の 定 期 的 な 業務 情報 共有 、 
子育て 夫婦 社員 あり 等 。 


会 加 申 込 は も ちろ ん 「 イ ンタ ー ン シッ プ in 東 北 」 か ら ! 


公会 全 


いわ て 未来 づく り 機 構 令 和 元 年 度 総会 第 


講演 : 脱 優等 生 が 創る ニッ ポン の 未来 


口 主 な 御 経 歴 


1957 年 
1981 年 
1985 年 


1990 年 
1997 年 
2001 年 
2005 年 























東京 都 生 まれ 
慶應 義塾 大 学 工学 部 数 理工 学科 卒業 





2 部 講演 資料 


と みた まさ る 


講師 : 慶應 義塾 大 学 先端 生命 科学 研究 所 所 长 冨田 勝 氏 


カー ネギ ー メ ロン 大 学 コ ンピュータ ー 科 学部 














大 学院 博 


士 課 程 修 了 同 大 学 助手 、 助 教授 、 














同 大 学 自 


动 翻 识 研 究 所 副 所 长 、 准 教授 














慶應 義塾 大 学 環境 情報 学部 助教 授 




















慶應 義塾 大 学 環境 情報 学部 教授 
慶應 義塾 大 学 先端 生命 科学 研究 所 所 長 ( へ 現在 ) 

















慶應 義塾 大 学 環境 情報 学部 学部 長 ( 一 2007 年 ) 


回 専門 分 野 
先端 生命 科学 、 シ ステ ム 生 物 学 、 バ イオ テク ノロ ジー、 生 命 情報 科学 等 


口 主 な 活動 
・ 鈴 岡 サ イエ ンス パー ク (山形 県 稚 岡 市 ) 内 の 慶應 義塾 大 学 先端 生命 科学 研究 所 
所 長 と し て 、 山 形 県 や 稚 岡 市 と 連携 し 、 地 域 産 業 の 高度 化 や 地域 活性 化 に 尽力 。 


大 学 発 ベ ンチ ャ ー を 次 々 に 創 ! 
ロー ム テ クノ ロジ ー ズ 株 式 会 
岡 市 内 で 唯一 の 上 場 企 業 と な っ て いる 。 





・ この 他 に 、 








Spiber 入 








社 ( 便 で 健 


























CAE ん 電 20。 が りり パパ デ タク 











し 、2003 年 に 創業 し た ヒュ ー マ ン ・ メ タ ボ 
E(HMT) は 、2013 年 の 東証 マザー ズ に 株 式 上 場 

















Ls ( 唾 





液 で 冶 診 断 ) 、MetaGen 




















診断 ) な ど 独 創 的 な ベン チャ ー 企 業 の 設立 に も 関わ られ た 。 


・ 地元 高校 生 が 同 研究 所 で 研究 に 携わる 「 高 校生 研究 助手 プロ グラ ム 」 等 を 実 
施す る な ど 人 材 育成 に も 真 献 。 








口 主 な 受賞 礎 
米国 National Science Foundation 大 統領 奨励 賞 (1988) 
日 本 I BM 科 学賞 (2002) 
科学 技術 政策 担当 大 臣 賞 (2004) 
文部 科学 大 臣 表 彰 科 学 技術 賞 (2007) 
International Society of Metabolomics 功労 賞 (2009) 
福澤 賞 (2009) 
大 学 発 ベン チャ ー 表 彰 特 別 賞 (2014) 
Thomson Reuters Highly Cited Researcher (2015) 
Audi Innovation Award(2016) 












































International Society of Metabolomics Lifetime Honorary Fellow 
(終身 名 誉 フ ェ ロ ー) (2017) 











山形 県 特別 功労 賞 (2017) 
第 68 回 河北 文化 賞 (2019) な ど を 受賞 。 











